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○加藤宏信副課長 皆さん、こんばんは。 

 定刻になりましたので、ただいまから第５

回、新城市地域産業総合振興条例審議委員会

を開会いたします。 

 審議委員会を始めるに当たりまして、鈴木

誠委員長、挨拶をお願いいたします。 

○鈴木誠委員長 愛知大学の鈴木と申します。

この委員会の委員長を務めさせていただいて

おります。どうぞ、また、これからもよろし

くお願いいたします。 

 新年度を迎えての最初の審議委員会となり

ました。あとで、また御紹介いただけると思

いますが、新しい委員の皆様方を、またお迎

えしての出発ということになります。 

 愛知県では、愛知県本体が中小企業の振興

にかかわる条例を策定し、また県内の市町も

徐々に中小企業を初めとした地域の産業振興

にかかわる方向性や、あるいは振興を進めて

いくための基本的なスタンスとして、条例づ

くり等に入っていくというようになっており

ます。 

 新城は、中小企業のみならず地元の大手企

業等、この地域に果たす役割の重さというこ

とを非常に認識して、大手企業と同時に中小

企業、さらに個人の事業所、そして、地元の

金融関係、医療福祉関係、さまざまな領域、

つまりは、地域、社会を支えていく産業主体、

そして産業にかかわる個人、さまざまな方た

ちがここに集まって、この条例の内容、そし

て、あり方、さらには推進体制というものを

検討していくこととなりました。 

 今年度は、いよいよ、この条例素案をつく

り上げ、市長に答申をしていく。そして、議

会へ諮っていただく非常に重要な年となって

おります。これからの時間は、非常にそうい

う面では、今までになく内容にかかわっての

論議をしていくことになると思いますので、

限られた時間ではありますけれども、委員の

皆様方の御協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

 冒頭、挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 続きまして、委員長の御挨拶にありました

ように、新年度になります。初めての審議委

員会になりますので、委員の皆様に自己紹介

をお願いしたいと思います。 

 お手元の次第１ページ目をご覧ください。 

 １ページ目のほうに委員名簿がございます。

委員名簿記載順に、自己紹介のほうをお願い

したいと思いますので、新城市商工会、総務

委員長、権田委員から順に自己紹介のほうを

お願いいたします。よろしくお願いします。 

○権田知宏委員 こんばんは。新城市商工会

で総務委員長をしております、権田と申しま

す。 

 出身は、作手村で、ここにありますように

丸利建設株式会社という小さな建設会社を営

んでおります。どうぞ、よろしくお願いいた

します。 

○加藤宏信副課長 委員名簿３番目、４番目、

新城建設業協会、小笠原委員、愛知東農業協

同組合、常務理事、海野委員は欠席の連絡を

いただいております。 

 続いて、新城市森林組合代表理事組合長、

山本委員、お願いいたします。 

○山本勝利委員 こんばんは。新城の森林組

合の組合長をしております山本勝利です。よ

ろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございます。 

 ６番目になります、新城市観光協会理事、

加藤委員は都合のため８時近くになってしま

うという連絡がありました。 

 続いて、７番目、新城市金融協会会長、松

本委員、よろしくお願いいたします。 

○松本吉生委員 皆さん、こんばんは。新城

市金融協会会長の松本でございます。三菱東

京ＵＦＪ銀行の新城支店長としまして４月に

赴任してまいりました。こちらに、当然、来

たのは、異動できましたので初めてでござい
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ますし、まだまだ皆さんに御指導いただきな

がら勉強しなきゃいけない部分あるんですが、

一方で、初めて来て気づく部分もあるかと思

いますので、いろいろ発言をさせていただき

ながら、地元のお役に立てるように頑張りま

すんで、どうぞよろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 続いて、８番目、新城労務対策協議会、今

泉委員、愛知県労働福祉協議会東三河支部、

梅津委員、新城市医師会、村松委員、３名の

方の欠席の連絡をいただいております。 

 介護事業所荘長、青山委員、よろしくお願

いいたします。 

○青山勉委員 こんばんは。矢部にあります

特別養護老人ホーム麗楽荘の青山と申します。

ちょうど第１回が昨年の７月に始まって、そ

のときは豊橋に転勤して１年半ということで、

もうここで２年半ぐらいということで、半分

ぐらいが新城の住民になったかなと思ってお

りますけど、今後とも新城のために努力した

いと思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

○加藤宏信副課長 続いて、新城市区長会副

会長、鈴木委員ですが、まだこちらのほうに

来られていないので、後ほど、また御挨拶の

ほうをいただきたいと思います。 

 １３番になります、新城青年会議所、鈴木

委員も欠席の連絡をいただいております。 

 １４番目菅谷委員、よろしくお願いいたし

ます。 

○菅谷浩久委員 こんばんは。一般枠で菅谷

浩久と申します。会社のほうは、穂の国森林

探偵事務所というところで、森林の境界の調

査をしている形です。よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 若者枠、浅見委員、よろ

しくお願いいたします。 

○浅見雪絵委員 公募で参加させていただい

ております。浅見と申します。八名地区で学

習塾をさせていただいています。性別も年代

も、皆さんとちょっと違うかなと思うので、

そういった観点から意見が言えたらいいなと

思っています。よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 最後ですが、１６番目、

副市長、広瀬委員、よろしくお願いいたしま

す。 

○広瀬安信委員 新城市副市長の広瀬と申し

ます。新しいメンバーも参加していただきま

して、いよいよ今年度、条例のほうの策定に

入っていくということであります。皆さんの

お知恵を聞きながら、この地域が振興するよ

うなきっかけになればと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 以上の委員で、本日審議会のほうを開催し

たいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、市役所関係各課の職員を紹介

させていただきます。 

 農業課、半田課長です。 

○半田農業課長 農業課の半田でございます。

よろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 続きまして、鳥獣害対策

室、柴崎室長。 

○柴崎鳥獣害対策室長 鳥獣害対策室の柴崎

と申します。よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 ３番目、森林課、太田課

長、鈴木副課長は公務により欠席させていた

だいております。よろしくお願いいたします。 

 続いて、４番目、商工・立地課、片桐課長。 

○片桐商工・立地課長 商工・立地課の片桐

と申します。よろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 観光課、榊原課長。 

○榊原観光課長 観光課の榊原と申します。

よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 介護保険課、居澤課長。 

○居澤介護保険課長 介護保険課の居澤と申

します。よろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 地域医療支援センター、

地域医療支援室、滝川室長。 
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○滝川地域医療支援センター室長 地域医療

支援室の滝川と申します。どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

○加藤宏信副課長 関係各課の職員は、以上

でございます。 

 続いて、審議会事務局のほうを紹介させて

いただきます。 

 産業・立地部部長、古田からお願いいたし

ます。 

○古田孝志産業・立地部長 皆さん、こんば

んは。４月１日付で産業・立地部長を拝命し

ました。古田孝志と申します。こちらの委員

会のほうで昨年７月から活動をしていただい

ておりますけれども、市長から与えられた命

題は非常に大きなテーマで、難しいテーマで

あろうかと思います。皆さんと一緒になって

条例制定のほうに頑張っていきたいと思いま

す。 

 特に、私は一周おくれのランナーになりま

すので、早く皆さんに追いつくように頑張り

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

○川合教正副部長 昨年に、引き続き、産業

政策課の課長としての事務に携わりたいと思

っております。川合と申します。よろしくお

願いします。 

○内藤晃吉副部長 皆さん、初めまして、内

藤晃吉と申します。この４月に県から派遣で

やってきました。２年間、この産業振興条例

の策定に係るお仕事を、皆さんと一緒にさせ

ていただくことになりました。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 産業政策課の加藤と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

○谷川主事 同じく主事の谷川と申します。

よろしくお願いいたします。 

○加藤宏信副課長 以上で、審議会委員、関

係各課、事務局の紹介を終わらせていただき

ます。 

 ここからは、次第に沿って進行してまいり

ますが、委員長による進行とさせていただき

たいと思いますので、鈴木誠委員長、よろし

くお願いいたします。 

○鈴木誠委員長 それでは、これから私のほ

うで進行させていただきますので、どうぞ、

よろしくお願いいたします。 

 最初に、報告事項ですが、前回の会議録の

要旨について、これを事務局から委員の皆様

方に御報告させていただきます。よろしくお

願いします。 

○内藤晃吉副部長 それでは、前回の会議録

の要旨について、説明させていただきます。

それでは、座って説明させていただきます。 

 お手元の資料の１２番目のところに、会議

録がございます。詳細については、こちらを

後でご覧いただきたいと思います。 

 前回開催したのが２月２４日ということで、

大分期間が空いてしまいまして、本来は思い

出すためのお時間をとりたいところですが、

グループ討議の時間を優先させたいと思いま

すので、手短にお話をさせていただきます。 

 前回のグループ討議では、アンケート調査

の成果、それから結果を踏まえての議論をし

ていただきました。 

 一つは、市内に勤務する方々がどのような

課題なり、問題の指摘をしているか。 

 もう一つは、そこからどのような対策が必

要なのか。この２点を柱として議論していた

だきました。Ａ班のグループ、加藤委員さん

の班でしたけれども、そちらでは医師会の中

根先生にいろいろお話を聞いたり、質問した

り、あるいは、御自身の経験を踏まえて意見

を求めたり、より専門的なところに踏み込ん

で話を深めていただきました。 

 一方、Ｂ班のグループ、鈴木太委員さんの

班ですが、そちらでは御自身のいろんな体験、

仕事を通しての経験交流等で話が深まってい

ました。それぞれに非常に密度の濃いお話を

いただきました。 

 なお、最後に、委員長さんと副委員長さん

からお話がありました。委員長さんのほうか
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らは、何もかもフルセットで用意していく、

当然、用意するための資金が必要なんですけ

れども、そういう声を受けて、これをこれま

で備えてきた時代はあったんですが、しかし、

これからは既存の制度や資源というものをう

まく生かして、自分の暮らしや地域の暮らし

を豊かにしていくということが、むしろ大事

であると、そのようなお話がありました。 

 また、副委員長さんのほうからは、この地

域の活力が高まればいいなと思うけれども、

不安とか、不便とか、マイナスのイメージ、

もう一度言いますが、不安、不便、マイナス

のイメージですね。この三つをどうやって少

しでもプラスにできるか。いいイメージをど

れだけ出せるかということを考えると、力の

ある地域になれるのではないかというような

意見がございました。 

 要旨としては、以上でございます。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。 

 今、少し紹介をしていただきましたが、詳

しくはお手元の会議録、そちらのほうをお読

みいただきまして、もし内容について間違い

等がありましたら、早目に事務局のほうにお

知らせいただければというふうに思います。 

 報告についてはどうでしょうか。何か御質

問とかあるでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、今、報告にもありましたが、き

ょうは皆様方にもう一つ、非常に大事な報告

をさせていただこうと思っております。 

 過日、この地域産業総合振興条例の審議委

員会で市内の事業所の皆様方に御協力いただ

いて、アンケートを行いました。そのアンケ

ートの結果をグラフにして、きょうは皆様方

に詳細、御紹介をするということを、まずし

たいと思います。 

 では、この内容について、事務局から委員

の皆様方に説明をお願いいたします。 

○川合教正副部長 それでは、済みません、

２ページ目からの部分になります。をお開き

いただきたいと思います。 

 地域産業総合振興条例の審議委員会で、第

１回のときに実態調査を行いましょうという

ことになりまして、ヒアリング調査とアンケ

ート調査をしております。第１回の審議委員

会の中で実態をということで、資料をつくる

という内容でございまして、そのためにワー

キンググループを立ち上げさせていただいて、

４回ほどのアンケート調査の内容を、それか

らヒアリング調査の内容を検討して、１１月

に実施したものでございます。 

 今回は、ヒアリング調査はもう既に皆様に

お示ししたとおりでございまして、きょうは、

アンケート調査のクロス集計等、単純集計も

含めて御説明をさせていただきます。 

 まず、２ページのところです。こちらは、

アンケート調査にお答えいただいたのは、市

内の７５の個人の事業所、それから企業にお

勤めされている従業員の方の意識調査という

ことで、年齢構成を挙げさせていただいてお

ります。 

 実際に御回答いただいた方は、８５６人で

ございます。男性４８０人、女性３５６人、

性別について御回答いただけなかった方が２

０名ございました。 

 男性のほうにつきましては、４８０人のう

ちの方で、１０代の方から８０代までの方と

いうことになっております。この内容の年齢

構成については見ていただけている内容です。 

 それから、女性の方についても、３５６名

の方の内容が記載してございますので、こう

いう構成になっているということで御確認を

いただきたいと思います。 

 それから、３ページをお開きいただきたい

と思います。こちらにつきましては、男女の

内容でございます。お住まいが市内か市外か

ということでお示しをしております。 

 男性につきましては、内側の円でございま

すが、市内の方が６４．４％、男性市外の方、

市外からお勤めいただいている方が３４％ご
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ざいました。それから、女性につきましては、

市内に居住されている方が８２．３％、市外

から新城市の個人事業、それから企業にお勤

めいただいた方で、今回御回答いただいた方

が１６．３％ということで、男女の比較でい

きますと、今回、特に回答した女性について

は、８割が、女性については市内に居住され

ている方であったということで、御確認いた

だきたいと思います。 

 それから、４ページをお開きいただきたい

と思います。 

 こちらは、市外・市内の回答いただいた方

の産業分類をお示しさせていただいておりま

す。下が市内、上が市外ということになりま

すが、凡例のところにもございますように、

建設業から左のほうから製造業、製造業のう

ちの製材業、それから観光業、医療、介護と

いうような形でずっと。その他のところでは

農業の方、それから小売業、飲食業、金融、

その他の部分の内容の方も含めております。 

 ですので、製造業の方については、ほぼ同

じぐらいの割合でお見えになっているという

ことになりますが、回答いただいたというこ

とになりますが、続いて、市内のほうは、介

護、医療の方にお勤めいただいた方が２０％

というような形で、回答いただいております

し、続いては、建設業の方が多く回答いただ

いているという内容でございます。 

 続いて、５ページをご覧いただきたいと思

います。 

 お手元に、水色のアンケートの調査表も、

そこにお示しさせていただいておりますので、

それを見比べながら見ていただきたいと思い

ます。 

 ５ページにつきましては、市内に居住され

ている方で、本市の優れている点を二つまで

挙げてくださいということで、男女差が意識

としてあるかどうかというのを、見させてい

ただいているものでございます。 

 男女とも優れている点については、順位的

にはほとんど差がない状況だというふうに分

析をしております。自然、それから災害が少

ない、地域のつながりが強い、安心・安全が

保たれているというような状況のことで、御

回答を二つまでということですので、一つ御

回答いただいている方もございます。 

 次、６ページをご覧いただきたいと思いま

す。こちらにつきましては、市内に居住され

ている男女別で生活とか、居住する上で、市

の不便な点とか、不利な点というのを二つ挙

げてくださいということで、御回答をいただ

いた内容です。 

 こちらにいきますと、男女差というのは、

こちらでいう左から四つ目の柱のところの就

職というところが、女性は相当に不利な点、

不便な点というふうに回答をいただいている

ということで、男女差の部分では、やはり市

内の方は雇用の面の不利な点というのを挙げ

てお見えになるということで分析をする内容

でございます。 

 それから、７ページをご覧いただきたいと

思います。 

 では、生活居住面で行政に求める点は、と

いうことで、二つまで挙げてくださいという

ことで、回答していただいた内容です。 

 こちらは、男女とも生活環境が最重要だと

いうふうには考えていますが、ただ、女性の

方はここでいう雇用という部分で、男性の部

分でいいますと、２番目には男性は公共交通

だというふうに御回答いただいている部分が

あるんですが、女性の方は雇用がほぼ生活環

境と同じぐらい行政に求めたいという分野で

あるというようなことを回答いただいたとい

うことで分析しているものでございまして、

その生活環境以外の点では、やっぱり男女の

お勤めいただいている性別に、やはり差異が

あるんではないかということで、こちらのほ

うのアンケート調査として、やはり男女でや

はり違う視点があるんではないかということ

がわかってきたんではないかということがわ
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かってきたんではないかということで、回答

の分析の部分の内容の御紹介ということにさ

せていただきます。 

 以上でございます。 

○鈴木誠委員長 きょうの青い表紙の資料の

ところにアンケート調査表、項目が書いてあ

ります。この内容をもとにして、クロス集計

をされたということなんですが、どうでしょ

うか。今、報告された内容について、御質問

とかありましたら、ぜひ出していただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

 また、クロスの立て方についても、今回、

このアンケート調査表をご覧になって、これ

とこれのクロスをというようなリクエストな

どいただきましたら、次に整うようにしたい

と思いますので、皆さんの関心のあるテーマ

について、２点クロスでまずはお願いしたい

と思いますので、御意見、御提案がありまし

たら、ぜひ、また後ほどでも結構ですのでお

願いします。 

 今、もしありましたら、いかがですか。 

○松本吉生委員 新城市が優れている点と、

不便、不利な点といろいろありまして、多分、

このアンケートつくられた方が、代表的な意

見はこんなことだろうということで四つ、五

つ挙げていただいているんですけれども、例

えば、その他のところで、何か特徴的な御回

答とかって、何かあったりしますか。なぜか

というと、どうしてもアンケートを回答する

立場からいうと、恐らくここに書いてあると

おり、丸、丸、丸とかしちゃうと思うんです

よね。まあたとえば僕が依頼されたところな

んですけど、いや、もしかしたらその他のと

ころに極めて何かみんなが実は気づいていな

くても、そうだったよねみたいなところがあ

ったりするんじゃないかなと、ちょっと思っ

たもので、はい。 

○川合教正副部長 わかりました。その点は、

前回のときに、ちょっと皆さんには、こうい

う大きな表にして見ていただいたということ

はあるんです。これについて、第４回のとき

の部分で見ていただけるものがありましたら

ということで御紹介はさせていただいたんで

すが、なかなか時間もそうない状況の中で、

内容としてという部分がございまして、多少

御紹介はさせていただいたんですが。 

○鈴木誠委員長 ちょっと主なものだけでも

紹介いただけるといいと思うし、また、きょ

うは新任の方はお持ちでないので、後日その

資料をお届けしましょう。 

○川合教正副部長 そうですね。そうさせて

いただきます。 

 特には、やはり若い人たちがどうしても外

に出ていってしまっているという状況もあっ

て、その人たちをどういうふうな形で地元に

関心を向けていただけるのかどうかというよ

うな点だとか、やはり私は、市内にいたいん

ですけど、なかなか市内にそういう雇用がな

くて、外に出なければならないというような

形で、今、市外に住んでいますとか。いろい

ろなところがありまして、なかなか、一つの

意見でなかなかその他という部分なもんです

から、なかなかできていないという部分はあ

ったかと思います。 

 自然がいいけれども、それを生かし切れて

いないんではないかだとか、逆に、自然が豊

かでもそれを、ただ自然がいいといっている

だけでは、何の資源として見ていないんじゃ

ないかというような意見もあったり、やっぱ

り子供を育てるには、この自然というのはい

いよねというような、よい環境だよねという

ことを、ぜひＰＲしていきたいということも

話がございましたし、それから、やっぱり交

通公共機関の話だとか、それから医療の体制

の話、やっぱり従業員さんですと、怪我をさ

れるというようなこともあって、そういうお

話をいただいたり、それから、これはちょっ

と行政的には耳が痛い話なんですけど、税金

が高いのに、それなりの効果が出ているのか

というようなお話があったり、そういう面の
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部分もありました。若干、医療の部分の内容

ということで、地域医療の環境の部分がやは

り不利だとかというようなこともお話をいた

だいたということで、また細かい内容はお示

しさせていただいて、お持ちさせていただき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○松本吉生委員 ありがとうございます。 

○鈴木誠委員長 ほかにはどうでしょうか。 

 はい、どうぞお願いします。 

○青山勉委員 大変結構膨大なデータかと思

いますけれども、男女比率というのが出てお

りますけれども、例えば、６ページ、７ペー

ジのところを、ここに年齢の区分けもあると

どうかなと思いまして、例えば、雇用とか、

就職のところに、どこの年齢の方がここに入

っているのかなと、例えば、２０代の方が雇

用、就職の件で多過ぎる場合、やはり子育て

しながら仕事ができないのかなとか、そうい

うことも。 

 もし、この中に入れるのはちょっとなかな

か難しいのかもしれませんけど、こうやって

年齢、医療のほうは、もしかしたら６０代が

ほとんどなるかもしれませんけれども、入れ

たらどうかなと思いました。 

○鈴木誠委員長 どうですか。 

○川合教正副部長 そうですね。やはり最後

の部分の、やっぱり子供さんが地元に残って

ほしいというようなことがありますかという

問いに、やはり２０代、３０代は躊躇なく丸

を打っていただいている部分があるかと思う

んですけれども、４０代、５０代、６０代に

なると、やっぱり未回答の方というのが、や

はり自分たちが、子供さんがちょうど就職す

る時期に当たる年代の方たちになると、やは

りそういう部分で回答を保留されているとい

うような。２０代、３０代の未回答の部分か

ら、３０代、４０代、５０代になると、だん

だん未回答が増えてくるというような内容で、

り雇用に対するものというのが、やっぱり３

０代、４０代という形で年齢を重ねていくに

従って、やっぱり切実な部分はあるのかなと

いうのを感じたりとかという形をしておりま

すので。 

 ただ、年齢についてももう少し分析をさせ

ていただけたらというふうに思いますので、

どういう形でという部分の内容は、今、ちょ

っと明言することはできないんですが、クロ

スの中で、そういう部分の顕著な部分の現象

というのを捉えていきたいというふうに思い

ます。 

 以上でございます。 

○鈴木誠委員長 よろしいですか。 

○青山勉委員 はい。 

○鈴木誠委員長 どうぞ。 

○浅見雪絵委員 ７ページのところですけれ

ども、その他と未記入のところの女性のとこ

ろが、男性は１７と２２に対して、女性３２

と６という、すごいその他のほうが多いと思

うんですけれども、これは全員３２人のとこ

ろ、みんな記述をしてくれたと捉えていいん

ですか。 

○川合教正副部長 そうですね。その他に丸

を打って、括弧の中に。 

○浅見雪絵委員 この意見って、見ることは

できますか。 

○川合教正副部長  はい、できます。ただ、

集計をして、そこだけ抽出するということに

なればできますので、ちょっと今はお答えで

きないですけど、それはお示しできますので、

見ていただくようにさせていただきますので、

はい。 

○鈴木誠委員長 どうでしょうか。ほかには。

よろしいですか。 

 皆さんが、今、お知りになりたいというふ

うにいただいたところは、実はとても重要な

ところで、今回の条例の条文について反映で

きるかどうかということは、いろいろあると

思いますけど、ただ、条例に基づいて、これ

は新城市の産業の将来像に何が必要なのか、
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これは、市の総合計画とも当然、調整をする

わけですけれども、やはり総合計画の中で、

さまざまにうたっている中でも特に市民の皆

さんが、あるいは事業者の皆さんが望んでい

ると。 

 それから、性別でも年齢別でも望んでいる

ことというのは、やっぱり明確にしていって、

そしてビジョンをつくったり、あるいは、推

進体制をつくっていくということが、これか

ら必要になってきます。そこのところで生か

せる御指摘であったと思いますので、御指摘

どおりにその情報をお届けするようにしたい

と思いますし、その結果についても次回は、

また皆さんに共有していただけるように紹介

をしたいと思っています。 

 そのように反映したいと思いますので、よ

ろしいでしょうか。 

 それでは、本日の審議事項のほうに移りた

いと思います。 

 本日の審議事項、条例に盛り込むべき事項

についてということで、こちらのほうを事務

局から提案のほうをお願いいたします。 

○内藤晃吉副部長 それでは、資料の８ペー

ジ、９ページ、１０ページ、１１ページ、こ

ちらを見ていただきたいと思います。 

 こちらまず、８ページですけれども、条例

の素案、たたき台というものをつくりました。

これご覧になっていただくとわかるんですが、

右のほうに引用元というのがございます。こ

の引用元というのがそれぞれありまして、帯

広市と、それから倉吉市、これについては９

ページ、それから１０ページにそれぞれの市

の条例をそのまま載せさせていただきました。

この条例をちょっと引用しまして、ここの素

案に掲載いたしました。 

 あと、それ以外に、引用元のところで市長

マニフェスト、それから総合計画（後期基本

計画）で特に配慮する課題という記述、それ

を引用させていただきました。 

 この中で一番重要になるのが、一番上の前

段（前文）と書いてあるところです。この条

例の全ての重要な部分が、この前段のところ

に示されると思われますので、今後、この審

議委員会においていろんな意見を出していた

だきまして、この条例の素案に新城らしさを

盛り込むような、盛り込んでいって、この条

例を完成させていきたいというふうに考えて

おりますので、いろいろな、さまざまなアイ

デア、意見を出していただきたいということ

で、今回このたたき台を出させていただきま

したので、この後のグループ討議等で、意見

等をどんどん出していただいて、そのことを

お願いいたします。 

 以上でございます。 

○鈴木誠委員長 いいですか、僕のほうから

少し、今の内藤さんの発言に追加して。 

 実は、この間アンケートであるとか、ヒア

リングであるとかを行ってきて、そして、そ

れをもとにしてワークショップを行ってきま

した。その内容を、きょうは確認をすること

はちょっと難しいんですけれども、新しい委

員の皆さんにとっては、その部分がないもの

ですから、少々御心配されることもあるかと

思います。それで、きょうこのような条例素

案というか、たたき台の部分をまず用意した

のは、これまでの議論を踏まえて、では、新

城らしい総合振興条例、どんな文言を加えて

つくっていったらいいのかということを御審

議いただきたいということがあります。 

 ただ、何について議論していったらいいの

かというのが、やはりわかりにくいこともあ

ろうかと思います。また、アンケートとか、

ヒアリングの結果とは違って、皆さんが日ご

ろお感じになっていることをもっと盛り込み

たいという御意見がやっぱりあるだろうと思

います。 

 そこで、きょうは、この前文というところ

から、最後のところまで、ひとまず他市の、

我々が非常にこの間の調査、研究をやってい

く上で参考にした帯広とか、倉吉の中で重要
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だと思われる項目の箇所を入れてみようじゃ

ないかと。 

 ただ、これはあくまでも案なんで、このと

おりじゃなくて全然構わない。と同時に、追

加していただくことも大事。例えば、新城の

場合も、この後、浅見さんから女性の意見と

いうか、条例、これからの産業振興には、女

性の視点、どんな視点が必要なのか。なぜ必

要なのかということをお話いただくんですけ

れども、ちょっとそれを聞いていただいてか

ら議論をしていきたいと思います。 

 内藤さん、それでいいですか。 

○内藤副部長 はい、結構です。 

○鈴木誠委員長 ちょっとこれから御発言い

ただきますけれども、そういうことも踏まえ

ると、例えば、市長だとか、事業者が市民だ、

特に市民のところは、ほんの一くくりでいい

のか。もっと女性ということを念頭に置いて、

新城だったら条例つくったほうがいいんじゃ

ないかとか、それから、御存じのように、新

城は他市にはない非常にユニークな政策があ

ります。それは例えば、地域自治区制度とい

うのを設けている。これは愛知県内では豊田

市と新城だけなんですよね。１０の地区にお

ける地域自治区という制度、これについて、

やはりここではまだ触れておりませんので、

これについてはどうなのか。 

 それから、もう一つ、これはもう新城だけ

ですが、若者条例というのをつくったんです。

ことしの４月です、が施行された。若者条例、

それから若者議会条例。そして、それらに基

づく若者総合政策というのを市では推進して

いるということなんです。 

 ちょうどきょう、今、この時間帯に、この

建物のどこかでその若者たちが集まって、そ

こから弾かれた浅見さんがきょう、浅見さん。

とにかく非常に若い人たちの参加と、そして

提言というものを市ではつくろうということ

で、生かそうということであります。そうい

う若者という言葉が、ここには入っておりま

す。 

 ですから、新城のこれまでの政策、そして、

皆さんが日ごろ感じておられること。そうい

ったことを、ここには十分、まだ生かされて

おりません。ただ、検討していく場所を、き

ょうは書いたということにすぎません。 

 そういうことを踏まえて、きょうこれから、

例えば前文から、順番に議論していただいて

も結構ですし、好きなところから意見を出し

ていただくということでも結構です。各テー

ブルに進行役の方がお見えになりますので、

市の職員の皆様も協力してくださるので、ぜ

ひ、新城らしい条文等を御検討いただければ

と思いました。 

 それから、もう一つ９ページのところをご

覧ください。 

 ちょっと参考にしてきたという中で、帯広

市条例を、きょうはつけております。 

 実は、なぜこれを出したかというと、帯広

市は、この前文のところで、帯広十勝という

言葉が出ております。実は、ここの中の二つ

の段落、こういうふうに書いています。「帯

広市は、広く十勝の産業と関連性を深めなが

ら、十勝の産業や生活を支える中心都市とし

て発展してきています」。この新城を含めた、

東三河地方では東三河の広域連合がことし誕

生しました。広い範囲で他の自治体とも、強

い連携の中で、まちの発展を考え、またまち

の役割を考えていこうということをうたった

んです。これも実は、愛知県内でも非常に重

要なポイントなんです。そうすると、この新

城の、例えば条文の中の前文のところでも、

新城だけのことを書いていいのか。あるいは、

もっと東三河とか、あるいは、三遠南信とい

うことも視野に入れて考えていくべきなのか。

こういったことも一つ参考に、検討していた

だくために、きょう帯広のこの資料も出して

みました。 

 ちなみに、十勝というと、十勝地方という

と広さは岐阜県と同じです。大体、岐阜県と
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同じぐらいですので、やたら広いというとこ

ろなんですが、人口は中心都市の帯広市は、

確か１６万人ぐらいかな、の規模なんですね。

２０万人弱だったと思います。それぐらいの

ところなんですね。そういう関係です。 

 倉吉については、これは推進体制が非常に

充実している。このような中小企業を含めた

地域産業の振興を、日本で最初につくったの

は１９７９年の東京都のスカイツリーがある

ところ、墨田区なんです。墨田区の取り組み

を参考にして、この倉吉も非常に充実した体

制をしていました。特に、１０ページのとこ

ろの第６条で、倉吉市地域産業総合振興戦略

会議、そして、その上のビジョンというのが

あると思います。このようにして条例をつく

ったら、その条例に基づいてやるべきことと

行っていく体制をここでは明記しているんで

すね。 

 これも新城の場合はどうなのかということ

で、こういった参考として８ページのところ

に記しています。 

 こういった他市の優れた取り組みをたたき

台として生かしながらも、新城らしい政策を

存分に盛り込んで新城が抱えている課題を解

決しながら、新城の持続的なまちづくりを支

えていく産業振興のあるべき姿のその条文を、

これから皆さんで検討していただきたいと思

います。そういった観点で、これから、余り

常識にとらわれない。積極的に各テーブルで

御議論いただければと思います。 

 その前に、ちょっと浅見さんに、ちょっと。

今からお話を、つまり若者枠で入ってこられ

たんですけれども、ご覧のとおり女性はお一

人なんですね。新城は、国から余分なことを

言われました。消滅可能性都市だなんて言わ

れましたけども、私、それは決して根拠のあ

る論理ではないと思っています。 

 さて、とはいっても女性が、やはり選んで

過ごしたいまち、あるいは女性が安心して、

やはり暮らし続けられるまちにとって、この

産業振興というのは、どういう観点が必要な

のか。そこら辺は浅見さんが、ふだんお仕事

をしながら、お子さんを育てながら、ずっと

考えておみえになることですので、ここで御

発言をいただこうとなっています。 

 マイクなしですね。オンステージというふ

うに聞いたので、マイクがあるのかなと思っ

たんです。 

 では、浅見さん、済みません、ハードルを

高くして申しわけなかったです。あと、よろ

しくお願いいたします。 

 皆さん、声は聞こえますね。もっと椅子だ

け持ってこっち来て。あんまりプレッシャー

かけちゃいけなかったですね。・ 

 では、浅見さんよろしくお願いします。 

○浅見雪絵委員 さっきも７ページのところ

で、私が気になったのが、その他のところの

女性の意見が多いけど、未記入はすごい少な

いというと、結局、何にせよ、要望を女性は

持っているんです。悪く言えば、不満は女性

のほうが多いなというところが、やっぱり気

になったので、それと最初の昨年も、私、最

初のときに参加させてもらったら、男性の

方々が産業というと、やっぱりどうしても仕

事のことばかりお話になっていて、でも産業

というのが回っていくには、今回のこのアン

ケートでもお願いしたんですけれども、生活

面とか、居住面というのが整ってないために、

ここで仕事をしようとは思わないので、この

アンケートで数を見てほしいということも言

わせてもらったんですけれども。 

 ３ページの女性と男性の市内と市外の割合

を見てもやっぱり女性は住んでいるところで

仕事をしているというのはなぜかというと、

男性はほかの市から出勤が可能なので、豊川

とか、豊橋とかから通勤だけ、お父さんが仕

事に行って、また、仕事が終わったら帰ると

いう部分で、雇用自体はあっても、生活がそ

こでできないのかなというのが、はっきりわ

かるなと思って。 
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 女性とか、特にお母さんというのは、子供

が通学できる範囲に住まないといけないとい

う条件がつくので、そうすると、今度は子供

が帰ってくる時間までに帰ってこられるとこ

ろで仕事を探さなくちゃいけないので、それ

が新城だと書いてないので、女性の不満が雇

用にあるというふうにつながるんじゃないか

なと思います。 

 また、通勤できる人たちを、新城に雇用を

設けて、男性ばかり雇用できるようにしても、

結局、人口は増えないので、そうすると新城

が消滅、危惧されるというのは、全然解決に

向かっていかない。 

 で、私、もう一つ、去年から新城の都市計

画のほうの審議委員もさせてもらっていて、

そっちでもやっぱり一番の問題は人口の減少

というふうになっているので、その問題が解

決しないと、産業だけ解決しようとしても、

絶対うまくいかないので、そこを、もし新城

市が消滅しないように維持してくださいとコ

ンサルの会社にお願いしたとしたら、絶対女

性問題が入ってくると思うので、そしたら、

仕事だけのことに限定せずに、住まいとか、

子育てとか、そういった面も何が必要なのか

を見てもらって進めてもらったらいいんじゃ

ないかなと思います。 

○鈴木誠委員長 もういいですか。 

○浅見雪絵委員 いいです。 

○鈴木誠委員長 せっかくなので、どうでし

ょう。浅見さんに聞いてみたいこととか、女

性ならではの視点なり、子供が通学できる範

囲で住むことは当然だとしても、働くという

選択もしているんだというのは、非常によく

わかる御指摘だったと思います。 

 男は女性に任せて働きの場を求めるという

ことをやりますけれども、そのことが子供や、

あるいは、奥さんや家族と向き合うというこ

とを男のペースでしてしまうことになって、

子供や、あるいは家族が求める向き合い方が

できないのかということを生んでしまう可能

性がありますね。 

 それはやはり子供たちや家族が安心して住

み続けられるまちを、あるいは将来をつくっ

ていくということに、十分な貢献ができない

男性社会の問題点を改善できないことになっ

てしまいますので、どうでしょう。浅見さん

に何か聞いてみたいこととか。よろしいです

か。 

 それでは、また、席は自由に移動していた

だいて、聞きたいことがあれば聞いていただ

いても結構ですし、浅見さんのほうもあっち

のテーブルにも言いたいことがあるというこ

とで移動してもらっても構いませんので、そ

こら辺は柔軟にお願いします。 

 それでは、限られた時間でありますので、

これから４０分ぐらい、各テーブルで、この

条例の素案づくりに向けての議論をしていた

だければと思います。 

 それでは、進行役のところはいいですか。

それぞれ担当決まっていますか。 

 では、これからの時間、よろしくお願いし

ます。 

 

（Ａグループ討論開始） 

 

○事務局 川合副部長 早速、よろしくお願

いします。 

 さっきも先生のお話あったんですけど、や

はり前文のところで何を、どういうふうに、

この条例はするのかというのを、一番大事な

ところじゃないかと。 

 それから、条例自体がどういうふうな配置

になっているかというようなことも、全体を

見てもらいながら、そういう部分も。ただ、

先ほどいったように、やっぱり中小企業の産

業の部分だけの話ではないということが、あ

りますので、それが地域産業の総合振興とい

うことふうに言われている部分なので、そう

いうところをどうやって皆さんの意見を盛り

込めるようにしていくかということ。加藤さ
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んが急に来ていただいて、加藤さんがお見え

にならないときは、浅見さんにお願いしよう

と思っていたので。この二人で、どちらでも

いいんです。 

○加藤直詳委員 今、すぽーんと中抜けして

きたんで、浅見さんぜひお願いしたい。 

○浅見雪絵委員 でも、私、前回のことが全

然わからないから。 

○事務局 川合副部長 いや、大丈夫です。 

○加藤直詳委員 大丈夫です。全然大丈夫で

す。 

○浅見雪絵委員 どういう意味、全然大丈夫

ってどういうことですか。 

○加藤直詳委員 松本さんも、全く初めてで、

もうお三方いらっしゃるし、これまでのこと

は、もう全部、一旦忘れちゃって、でいいん

です。 

○事務局 川合副部長 ただ、こういう条文

になってみたいなのは初めてなんですよ、皆

さん。 

○加藤直詳委員 僕も、たたき台というのは

初めてです。 

○川合副部長 前回までは、一度も出してい

ないんですよ。これを最初から出してしまう

と、この内容だけにとどまってしまうので、

皆さんに、タブーなしの話をしてもらったら

いいんじゃないかと、やはり何も既成概念に

とらわれずにやっていただいたほうがいいん

ではないかなということで、その前文の部分

をずっと、２回、３回も含めて、アンケート

も含めてちょっとやってきたことなので、今

回、初めてこんなふうに出させてもらった。

それはそれとして、これにとらわれずに、こ

ういうことを書いたほうがいいよというのが

あれば、ということを言っていただければい

いのかなと。浅見さんから、ちょっと御発言、

最初にいただけたら。 

○浅見雪絵委員 質問ばっかりになっちゃい

ますが。例えば、この基本方針の「他都市に

はない特性を」とか書いてあるが、ここを細

かく考えるとか、そういうことですか。それ

が新城だとどういう特性なのかとか、そうい

うこと。 

○川合副部長 それでも構いません。 

○鈴木誠委員長 長い文章を、ごめんなさい

ね。長い文章を考えるとなかなか大変なので、

こんな文言を入れたほうがいいよとか、 

○片桐商工・立地課長 そんなもしくはトピ

ックというか、 

○鈴木誠委員長 自然というふうに漠然とい

うのではなくて、新城だったら何なのかとい

う、そういったことをなるべく具体的なキー

ワードをどんどん出し合って、それをあとは

つなげていくということから検討材料はでき

ております。 

○片桐商工・立地課長 気づいた点だとね、

前文をちょっとどういうふうに持っていくか

と、今まで、話していく中で、新城のどうい

うものがあるんだとか、いろいろ出してきて

もらって、これからだと、地域産業の振興と

いうと、この地域にあるものを生かしていっ

て、この地域で雇用できるようなものをつく

っていこうという話になっとったと思うんで、

そういうようなこともキーワードで必要かな

と。そういうようなものをねらいとするのも

必要かなとか、さっき帯広市の前文のほうに

もあったけど、十勝と帯広というのを、新城

自体もほかを巻き込んでいいのかどうかわか

るんだけど、東三河との連携で、それぞれ持

っとるものを、うまく相互利用できるような

ことを考えていくのかとか、そういうような

ことも必要なのかなとか、前文のように考え

るポイントとして必要なのかも知れないとい

うことを気づきましたけど、皆さんは、また。 

○事務局 川合副部長 そうですね。どんな

ことでもキーワード出してもらえれば、それ

を先ほど言ったみたいにつなげていくという

ような形でいいのかなと思いますんで。 

○松本吉生委員 さっき浅見さんからお話が

あったんですけど、おっしゃるとおり若者と
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女性ってやっぱり今後、なんというか、地域

とか、まちが発展していくのにすごい重要だ

と思うんですね。そういうのからいうと、地

域産業総合振興条例、これはしょうがないと

思うんですけど、この前段って、前文って、

理念のところだと思うんですけど、何かもっ

とわかりやすい、その若者とか、女性にとっ

てもわかりやすいことが、例えば、人口定

住・地域の活性化は、別にそんな難しくはな

いと思うんですけど、これが合ってるかどう

かわかんないですけど、例えば住みやすいま

ちづくりとか、何か平易でわかりやすくて、

みんなにも浸透するようなことを、前文とい

うか、理念のところに置いておいて、具体例

とか、多少かたくてもしょうがないと思うん

ですけど、その前段のところというのは、み

んなにわかりやすく、こういったことをやっ

ていきたいんだというのを、平明な言葉とい

うんですか。そういうのを使ったほうがいい

んじゃないかなというふうに。 

○浅見雪絵委員 平仮名が多い感じですよね。 

○松本吉生委員 それは、若者と女性という

ところにもっとスポットをあてなければなら

ない。 

○事務局 川合副部長 どんどん言っていた

だければ、こちらのほうで記録はしますので。 

○浅見雪絵委員 また、質問してもいいです

か。 

 ある方向に持っていきたいから、これを作

ろうとすると思うんですけど、先にこれを作

ってくださいと言われると、どういう方向に

持っていきたいのか、わからなくて。それが

前回までにお話されているのか、ちょっとは

できているけどという感じなのか。まだ方向

性もというふうなのか。 

○加藤直詳委員 表面では方向性まではまだ

まだ。 

○事務局 川合副部長 まだまだ 

○加藤直詳委員 だから、浅見さんのさっき

の発言とかを、もう少し入れる。前文とかに

入れると、エッセンス、骨組みになるんじゃ

ないのかなということで。 

○浅見雪絵委員 私、ちょっとさっきまでの

話の中で伺いたかったんですけど、若者の流

出は悪いことですかね。新城の良さのところ

に、全然若者に関することは出てこなくて、

むしろマイナス面というふうに出てきていて

アンケートでは、子育ての安全とか、あと自

然豊かとか、そういうのは出てきていたとい

うことは、無理やり若者の流出を食いとめて、

若者を呼び戻そうとすると、どうしても何か

商業施設建てなきゃとか、そういうふうにな

っていっちゃう気がして、でも、安心・安全

とか、災害が少ないとかいうことをメリット

としてどーんと掲げるなら、子育てのまちな

り、あと介護・医療、女性がすごい多くやっ

ているなら。子育てと老人のまちといったら

いかんけど、１回若い者が出てもらうことは

構わなくて、戻ってきてもらう都市みたいな、

もし方向性になれば、すごい入れていくこと

がどんどん決まりそうな感じはするんですけ

ど。 

○加藤直詳委員 だから、出ていっても帰っ

てきたくなるという、 

○浅見雪絵委員 雇用ももう本当に介護のこ

ととか、たくさんにすれば、女性が住める。

女性がもしそこに住みたかったり、子供が住

みたくなったら、男性は住むしかない。雇用

が足りなかったら、別に通勤できるわけだか

ら。でも雇用が欲しいなと思ったら、もっと

そこから男性の雇用も増えていくふうに、最

初の取りかかりとして、女性と子供と介護と

いうと、一番そこがポイント置きますけど、

どうですか。若者の流出が悪いことかどうか。 

○加藤直詳委員 出ていって、また帰ってき

てくれるというのは、一番うれしいことです

よね。だから、ずっとここに住んでいる若い

子たちだけだと、井の中のかえるというか。

よそ知らずに、本当にこの田舎しか知らない。

方言しかしゃべれないまま育ってくれても困
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るし、やはり外も知っていて、地元の良さも

知っていて、好きで帰ってくるのか、もしく

は、もう家の事情で仕方なく帰ってくるとい

うパターンもあるでしょうけれども、やはり

幾ら田舎であっても、東京で何が起こってい

るのか、厳しい企業の中で、どんなみんな仕

事しているのか。それをやはり経験した上で、

やっぱりこの地元に帰ってきてくれるのが一

番いいなと思うので、 

○浅見雪絵委員 女性が不満が多いのは、み

んな嫁にきているんです、新城に。豊橋とか、

豊川から、だから、ほかの市であんなにでき

たことが新城だとできないから不満なんだけ

ど、男性で、特に製造業で中学卒業してその

まま地元企業に就職する人たちは、全然そう

いう経験なしで、しかも自分の実家で嫁もら

って、そのままずっと暮らしているから、特

に不満がないというのが、やっぱり多いかな

と思うので、私の同級生とかでも、やっぱり

高校から市外に出て、そうすると、就職、大

学とか、就職はさらにもっと遠くへ出ていっ

ちゃうもんで、そうすると、もうそっちで仕

事を始めると、３０代、４０代で帰ってくる

人って、そう本当にいないので。帰ってきて

もらうんだったら、やっぱり６０過ぎて、農

業でもやろうかな、介護しないといけないな

ぐらいの年をとり込んだら、人口はどうです

か。 

○事務局 川合副部長 最初からもう田舎暮

らししたいという若い人たちも、逆に、都会

にいって生活してて、私にはこの生活が合わ

ないとか、積極的に田舎を選びたいという人

たちもいるわけなんで、そういうところに無

理やり流出しちゃいけないとかというのでは

なくて、選択肢の中で選びやすい選択肢とい

うことを提供できれば、それでも十分じゃな

いかなという気もするんです。特に、今は若

い人たちが田舎へ、田舎へと思っているとい

うのを、やっぱり一回外に出てみて、やっぱ

りここではできないというのを、やりたいと

いう人が絶対いるので、そういう人たちが入

りやすかったり、今、うちだと地域おこし協

力隊といって、都会に住んでて、やっぱり都

会の雇用では、やっぱり物足りなさを感じた

人たちが地域おこし協力隊という形で入って

きて。 

○浅見雪絵委員 沖縄とかから来ている。 

○事務局 川合副部長 そうそう、そうそう

です。 

○浅見雪絵委員 住んでいるんですか。 

○事務局 川合副部長 そう住んでいる。移

住というか、定住を最終的にしたい。そうす

るには、やはりそこで何か自活できる、自分

たちで生活できる収入なり、何なりか確保で

きないとやれないので、そこに支援していく

というような形もやっているので、やっぱり

積極的に選ばれる田舎みたいなものもあって

もいいんじゃないかなと。今、選択肢いっぱ

いあるので、食い止めるという選択肢って、

一番消極的なんですよ、という気がするんで

すよ。 

○浅見雪絵委員 嫌がられそう。 

○事務局 川合副部長 そうそうそう。嫌が

るものを幾ら止めようと思っても、もうそれ

は無理な話なんで、より中に入っていきたい

という人たちに目を向けるというのも一つの

やり方かなあと。 

○山本勝利委員 今、若者の話をされている

んだけど、今、若者、そういう若い人たちが

自然の中で生活をしたいという意味で、こう

いう地域に入ってくるのか。この地域でも農

業とか、それから林業でも入ってきて仕事に

つきながら、いろいろなことを勉強し、ただ、

その中で、やはり自分の考えていることと一

致しないと、やっぱり離れていってしまうと

いうような状況がみられるのかな。 

 例えば、今、この地域の市町村で地域おこ

し隊ですか、という形で入ってきながら、い

ろいろと本当にここに書いてあるように、地

域の振興のためにという形で入ってきている
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んですが、彼らが実際に今、取り組んでいる

内容が本当に何だろう、模索しているような

状況の中でやっている。だから、もしそれが

うまく自分の希望とマッチしなかったら、恐

らく去っていってしまうというような状況に

なるんじゃないのかなと、例えば東栄町の大

きな、先ほど沖縄から来た方は、古民家を利

用して、一つの民宿みたいなことをやってま

すけど、だけどあれにしても、地域の人がか

なり協力しないと、かかわっていかないと、

とてもじゃないけども、できないんじゃない

のかなというようなことを考えます。 

 ちょっと若者から離れるんですが、先ほど

地域産業の振興がという言葉が出てきてます

けど、例えば、既存の中小企業も存在してい

る、そういう企業だけではなくて、要するに、

地域産業の振興ということが、地域おこしを

含めて、そこまで考えてやっているのかどう

かというのが。例えば、地域産業の振興の一

つの、例えばこんなことを考えてみたんです

が、今、有害鳥獣害の駆除でイノシシだとか、

鹿だとかの、要するにジビエの料理ですが、

一つのこれは地域おこしになりますね。だか

ら、そういうものを含めて、ここのところは

考えているのかどうか。その辺のことで、い

ろいろと誰か教えていただきたいなというの

を思っているんですが、その点はどうなんで

す。 

○加藤直詳委員 山本さんが入れたほうね、

その辺入れたほうがいいだろうという、 

○山本勝利委員 私も、いや、地域産業の振

興というときに、その中でいろいろ産業おこ

しといいますか。興してそれによって定住促

進だとか、ここに書いてあるような活性化、

地域の活性化をするとか、その辺のことまで

含めてやって考えているのかどうか。ちょっ

とその辺のところがひっかかりがあるのは。 

○加藤直詳委員 今おっしゃられるのは、新

しい産業。 

○山本勝利委員 というか、産業興し、地域

おこしですね、今ね。盛んにやって。 

○事務局 川合副部長 やっぱり最終的には

出ても定住するというのも、アイデアはない

かなという、先ほどいっておられたように、

それが模索で終わってしまって、出ていって

しまう人もいるでしょうけど、やっぱりそう

ではない人も、定住につながるということも

一つの目標ではあると思うんです。やっぱり

それが人口の、さっきいった現象の部分の内

容にも向かっていく、目指していく、一つの

足がかりみたいなことになっていく可能性と

いうのはあるかなと。ただ、やっぱり新城と

いう地域を知らないと、どちらにしても話が

進むべき道ではないような気もしますので、 

（※ここで副市長から「若者条例」が配布さ

れた。） 

○事務局 川合副部長 今までやっぱり若者

っていう、 

○浅見雪絵委員 若者議会の説明、 

○加藤直詳委員 ああそうか。前文を同じよ

うにして、そこからまた産業のほうにひっぱ

ってくるというのも、一つですね。 

○事務局 川合副部長 そうそう。 

○松本吉生委員 さっきの話でいうと女性条

例とかつくると、セクハラになっちゃうんで

すかね。 

○浅見雪絵委員 どうなんですか。 

○松本吉生委員 でも住むとかって、例えば

うちなんかでも結婚すると、かみさんのほう

が強くなるじゃないですか。例えば買い物に

したって、正直なところいうと、お父さんが

決めそうで、実は全部お母さんが決めている

ような形で、それでいうとやっぱり女性の目

線というのは、すごい極めて重要で、例えば

定住とか、活性化で人がいないといけないと、

その視点ってすごい重要で、何かそういうの

があってもいいのかなというふうに、女性男

性というと、今の時代でいうとセクハラとか、

逆セクハラなんて言われちゃうかもしれない

けど、例えば、住みやすいまちづくりという
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ことでいうと、若者とか、女性とかという、

それぞれの視点があって、そういうところか

ら意見が出てきて、こういうところに再合し

てくればいいのかなというふうに思いますよ

ね。 

○浅見雪絵委員 若者バージョンがあるなら、

女性バージョンがあってもいい気がしますよ

ね。 

○事務局 川合副部長 今、実際に男女共同

参画の部分で、女性議会というのをつくろう

というふうな動きは出ているんですよ、市の

中では今までどうしても男性の代表者だけが

集まって決めていたという部分も、行政の中

では、反省としてあるので、やっぱりこうい

う若者とか、女性とかというところに、もう

一回視点をあてて見るという形の中で、やっ

ているよという政策なんだと思う。 

○松本吉生委員 最近でいうとね、女性にと

どまらず、同性とか、そういうのも話、しま

すからね。 

○山本勝利委員 ここでいう、ここに出てい

る市民が主役のまちづくりですか。これは地

域自治区の先ほど出ました問題ですね。市民

が、その地域活動を中心にした一つのまちづ

くりになってくるんじゃないのかなと思いま

すし、そういう意味では、地域自治区、今、

２年目、３年目に入りましたですか。やっと

軌道に乗ってくるのかなというのは、感じが

しておりますし、予算もつけていただけます

し、かなりその地域づくりには役立っていま

すね。 

○浅見雪絵委員 やっぱり目的が、何なのか。

何で産業を振興させたいのか。最終目的は、

新城市を消滅させないために、産業を発達さ

せる、産業を振興させたいなのか、何だろう。

地域おこしのために産業を振興させたいのか。

ちょっと、目的があって、その手段としてお

ろしてくればわかりやすくなってくる気がす

るんですけど、例えば、まちおこしというの

が、何のためにしたいのか。まちおこしが、

例えば人口を減らさないための手段として選

ばれる田舎になりたい、Ｕターンしてもらう

田舎になりたい、その手段としておろしてき

て、まちおこしをきちんと進めていくことで

選んでもらえる田舎になっていくのかな。ば

らばらに入ってくる人ばっかりだと、そうや

って仕事がなければ、結局、入ってきてもら

っても住んでもらえないから、それをやっぱ

りあっせんすることが必要なので。言われた

ように農業・林業とか、あと介護でも流通で

きる仕組みづくりのために、まちおこしを利

用して、 

○加藤直詳委員 手段として 

○浅見雪絵委員 手段として。 

○山本勝利委員 住みやすいまちづくり、住

みやすい環境づくりというのがね。何が新城

市はだめなんでしょう。だめといったらいか

ん、そこ、今の取り消し。何でしょうね。 

○榊原観光課長 昔、観光課におったときに、

よくスーパーのおやじさんが言っていたけど、

スーパーなんて、俺はやりたくないけど、や

っぱりやっている。何でかというと、まちに

は八百屋と青果物と魚屋が必要だと。おれは

そのために、頑張ると言って頑張っていまし

たね。その方はもう死んじゃったんだけど。

今、鳳来地区でも八百屋はもうなくなりまし

たからね、実際の話が。それならやっぱり自

分でつくりゃいいじゃないかと言う人もいる

が、買う所もないんです。だから、まちとし

ては、本当に必要なお店屋さんだとか、それ

はある程度人口がないと、買う人がいなけれ

ば成り立ちませんので、そういうことで、あ

る程度やっぱり人口だって必要だと、私は本

当に思います。 

○浅見雪絵委員 私もすごいそう思います。 

○榊原観光課長 新城はすごいですね。まち

を見てみると。昔発達しとってね。新城は呉

服屋が多いんです。何でかというと、呉服屋

って昔発達しとったから。それとお菓子屋さ

んも多かったですね、和菓子屋さんも。人口
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ないのに何で和菓子屋さんが増えるのかとい

うぐらい、今でもありますけどね。その二つ

かな。それが昔の新城の、昔、人がすごいお

った名残です。私、餡子が好きなもんで。 

○広瀬副市長 新城はお寺が多いというのも、

和菓子屋さんが多い理由です。それが和菓子

屋さんが発展していったという、お茶もそう

いうことがある。 

○榊原観光課長 そうですね。 

○広瀬副市長 それから、もともと新城、古

い話ですけども、八名井という地域があるん

ですが、その上に、あそこに、お寺、大きな

お寺があったんですよ、山腹に。 

○川合副部長 わかります。 

○広瀬副市長 そこから見る、新城の風景と

いうのは、大和の奈良よりもすごいという、

それぐらいお寺が点在していた。何でその産

業を伸ばさないといかんのという話は、やっ

ぱり地域に独自の行政活動をしようとすると、

地域である程度財源を持たないと、政策が打

てない。国からもらったお金、交付金だとか、

あるいは補助金だとか、いろいろありますけ

ど、目的のついた国からのお金というのは、

なかなか自由に使うことができない。そうす

ると、一定程度の市民税、法人税、そうした

税がないと、行政体としては、行政が進めに

くい。だから、地域に一定程度の産業活力を

維持していくことというのは、どうしても必

要。先ほど、浅見さんが言われましたけど、

若い人が出ていくことが悪いのというのは、

決して、いいとか悪いじゃなくて、しっかり

と収入を持った人たちが市民税を納めてくれ

る、そうした人口が減っていくことによって、

地域自治体の力がどんどん弱まる。だから、

高齢者が増えれば、増えるほど、どうしても

市民税を納める、この税を納める人が少なく

なると、独自に自分のところでこれやりたい、

例えば今、新城の場合だったら、地域自治区

制度やりたい、若者政策やりたい、女性政策

やりたい、子育てやりたい、子育てでこども

園つくって国の制度よりもっと安い保育料の

こども園をつくりたいと思ってもできなくな

っちゃうんです。だから、一定程度の産業活

力を持った中で、地域循環する経済を保ちな

がら、いかに定住していくかと。定住が減ら

ないか、増やすよりも減らないか。３万から

４万、４万５，０００、それをいかにキープ

していくか。その最低限の産業活力はせめて

ほしい。これは産業活力でも何でもないんで

すけど、今、新城のまちの中で売り出したサ

ンヒルという土地があるんですが、割とぱん

ぱんと売れたんですよ。２，０００万円から

２，５００万円ぐらいで結構高いんですよ。

でも売れていっちゃったんですよね。もちろ

ん、北設の人が引っ越してきてくれたという

のもあるんですが、そればかりじゃないんで

すけども。もう一つ、浅見さんが言った子育

ての関係の人がどうもいると、何かというと、

よく言う「鍋が冷めない程度の近所に。」 

○浅見雪絵委員 「鍋」じゃなく「スープ」

が、 

○広瀬副市長 「スープ」か。それが今って

女性の御在所に近いところに家を建てる、奥

さんの御在所のところのほうが子育てするの

に、奥さんが頼みやすいから、お父さんはそ

っちへついていく傾向があるんです。私、市

民病院いたんですけど、医者もそうなんです。

医者も奥さんの御在所のほうに行っちゃう。

だから、奥さんが関東圏出身の人は、関東の

ほうへ、じゃあねと行っちゃう。逆に、こっ

ちに近い人が青森のほうから来ちゃう。それ

は奥さんがこっちだから来ちゃうというよう

な。住みやすさの中に、マスオさん状態じゃ

ないけども、スープの冷めない距離に御在所

があるところが、選ばれつつあるという。女

性が住みやすいところに、人が集まってくる

わけじゃないけど、「集まりたい傾向症候

群」が少し出てきている。 

○浅見雪絵委員 若者条例のほうの若者とい

う定義は、２０代でお母さんになっていく世
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代は入っている。 

○広瀬副市長 おおむね２９歳まで入ってい

る。今年の場合だと３０歳の方も入っていま

す、確か。女性の方ですけど。だから、１６

歳、おおむね１６歳から２９歳までの方が若

者議会に入っていますけど、もちろん子育て

中の方でも結構です。 

○浅見雪絵委員 そうなると、若者という分

け方が、独身世帯なのか。家庭を持っている

のかによって、私は若者と呼ぶよりは、独身

者と世帯持ちでわけると、ターゲットがはっ

きりするかなと思うんですけど。 

○広瀬副市長 もう一方で、女性のことだけ

言っちゃいかんのですけど、女性議会という

のもあります。そっちは、多分子育ての方が、

より多く入ってくる。若者のほうが、今年度

でいくと高校生が半分おりますね。あと、社

会人と大学生の構成。今の若者政策や若者議

会やなんかを立ち上げていくのに力になって

くれた子供たちが、一生懸命つくっていく姿

を見たというか、きっかけづくりになってく

れた中に、二人の新城の高校生が入っていた。

彼らが刺激を受けて、恐らく誘った可能性は

ある。結構おもしろいよと。 

鈴木先生が先程言われたんですけど、新城

には横浜ゴムさんという大企業が、あるいは

中企業さんだとか、小企業さんだとか、それ

から個人事業主さんと、いろいろ頑張ってや

って、いろんなのがあると同時に、この前の

審議委員会でも言ったんですが、昔は働くと

ころがないと。自分で働く糧を見つけて、そ

ういう時代だったといったら時代だったので

すが。昭和３０年代、４０年代では車がない

から、自分がトラックに代わって、あそこの

人がどこかに持っていくといえば、私がもっ

ていってあげようと、それで１００円おくれ

んというふうにして、自分たちで食いぶちを

探していくようなことをしていた。今は、自

分たちの働き口を「行政作れよ」、「社会は

何をやっているんだよ」、という方向。おれ

たちは働く場所を求めているんだという、お

れたちが働く場所をつくるのではなくておれ

たちが求めているんだという傾向が強い。じ

ゃあ、その人たちに産業総合政策は、自分た

ちで働こうとする人たちへの支援はしなくて

いいのか。今、個人事業主でやっている小っ

ちゃいところでは、今よりも倍は難しいけど、

１．１倍にはするぞという、１．５倍ぐらい

はするぞという、そういう人たちにどうやっ

てやるかとか、大企業さんは大企業さんでも

ちろんですけど、それに地域委員はどうやっ

て関わってもらうとか。 

 もう一つは、浅見さんの視点だと思うんで

すけども、子育て、介護、公共交通、交通で

すよね。これってなかなか手を出しにくいん

です。だったら、どうするか。最初は多分ボ

ランティアみたいな感じの発想だと思うんで

すが、どうやって。公的なものを市が支援し

てＮＰＯにして、それがお母さん方だったり、

高齢者だったり、リタイア組みだったり、そ

ういう人たちが子育てや介護や公共交通を担

えるような、そういうところに支援できない

のか、それも活力ですよ。それが地域内循環

ですよね、お金は。外へ出ていかないですよ

ね、外貨というのは。だから、税がそのまま

地域へ落ちてくる。そういう循環社会。その

中には女性も働きやすい、たとえば公共交通

だったら、自分の子供は、保育園の方向だか

ら、そこへお迎え行く時間には、どこどこ病

院も近いから、そこもよりながらみたいな、

ルートづくりによっては、何とかしたら地域

の足だと。そういうことを考えていくとＮＰ

Ｏだったり、あるいは、そういうことをやる

のに市内金融は応援してくれんし、市はこれ

だけ補塡するぞみたいな、そういう循環の仕

方というのも総合産業に関しては着眼点。だ

から、介護、子育て、公共交通、税金が高い

という鋭い指摘もありましたが。特に固定資

産税が高い。横浜ゴムさんに何か支援しろと

思っても、新城市が支援する微々たるものな
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んですね。三菱ＵＦＪ銀行さんに支援しろと

いっても微々たるもの。 

○事務局 川合副部長 逆に言うと、いりま

せんと言われる。今、言われた中で、やっぱ

り求めるという前に、ちょっと考えてみると

いう、やっぱり自分たちで雇用というのを、

自分たちでつくっていくという、ただ、雇用

を求めるとか、作ったところに自動的に乗っ

ていくということだけではなくて、本当に起

業とか、創業とかというところに、もう一回、

本当にやりたいことがあるのだったら、そこ

を応援して。この地域で創造していくとか、

起業していくとかって、大きなことじゃなく

て、本当に小さいことでいいんで、そういう

面を少しでもつくっていくということが、や

っぱりさっき副市長が言っていた、求めるか

ら、一歩考えて、自分たちが何ができるかと

いうところをやっていくとことが、もう必要

かなという、先ほど言っていた地域おこしと

いうのも、考える中の一つ。求めるんじゃな

くて、自からつくり出していくとか、地域と

連携しながらつくっていくとかというところ

になってくるのかなという気もするんですけ

ど、そういうところに、産業というものを、

すごい産業なんていうことではなくて、地域

の課題だとかというところから進んでいくと

いうのが、一つの方法ではある。 

○鈴木誠委員長 皆さんあと10分ぐらいでま

とめていただくようお願いします。 

○片桐商工・立地課長 リタイアした人なん

かは、いっぱいいるもんで、地域のそういう

公共交通の無いところ、それこそ地域自治区

の話だけど、そういう人たちが需要を拾い上

げて、こういうルートで送るような仕組みづ

くりとか、そういうのは、外からは余り入っ

てこんだけど、地域の活性化、みんなは楽し

い。みんなのためにはなるよね。 

○榊原観光課長 年取ってくるとね。若い人

は判らんかもしれんけど、社会貢献をしたく

なる。なんか手伝ってあげたくなる。 

○事務局 川合副部長 社会貢献。 

○浅見雪絵委員 何か子供たちもバス通学で、

学校が統合されて、遠くから通っている。だ

けどバスもどんどん本数が今減って、今、う

ちの八名の地域も、朝は一本しかないから、

みんな大勢乗ってくるし、帰りも２本しかな

いから、早バスか遅バスのどっちかしかない

んじゃないかという感じで、そういうのも、

乗り合いタクシーじゃないけど、子供たちを

送り届けてくれる人というのがいれば、お母

さんたちもその分働きに出られる。 

○片桐商工・立地課長 地域自治区の中で、

そういう要望はあるもんで、それをうまくま

とめて、そういう仕組みづくりにするといい

と思うんですね。 

○松本吉生委員 こちらでも、学童みたいな

ものはあるんですよね。 

○浅見雪絵委員 学童あります。 

○松本吉生委員 学習塾なんかとタイアップ

したりしていますか。 

○浅見雪絵委員 全然。学童もそうですし、

保育園もそうですけど、公立しかない。私立

は１個もなくて。 

○事務局 川合副部長 ただ、今のその学童

保育の部分も、やっぱり学習塾、民間のとこ

ろと連携してやるとかというのは、別にあっ

ていいと思うんですね。公共だけがやる仕事

でもないし。 

○浅見雪絵委員 子育ての面だと、公設ばっ

かりだから、結局融通きかせてもらえなくて、

そうすると、お母さんたち、また働きに出ら

れない。「台風で警報が出たら、学習、学童

ありませんと、そんなの働けるわけないじゃ

ん。」というふうになりますね。なので、や

っぱり民営がないと。 

今の話ですと、柱と手段、小さい手段とい

うのが、ごちゃまぜになっているので、ちょ

っとまとめますか。柱と手段、細かい手段。

最終目的は人口減少の阻止だと、そのための

今、考えている産業振興だと、その産業振興
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するための手段を、細かく上げていけばいい

ですか。 

○加藤直詳委員 その目的手段の考え方もあ

ると思うんですけど、ある意味車輪のように、

歯車のように幾つもが守っていくものなのか

なというのも思いますよね。浅見さんおっし

ゃる子育てとか、若者の部分もありの、それ

から産業政策・産業振興もありのという。何

か柱ばっかりじゃなくて、歯車が、何かが絡

み合って回っていってという。 

○事務局 川合副部長 連携し合ってという

か。 

○加藤直詳委員 ふうにも思いますよね。必

ずしも、何かそういう考えでもいいのかなと

いう。 

○浅見雪絵委員 一つ、じゃなくていい。 

○加藤直詳委員 ほかを意識した分。そうす

ると、要するに浅見さんもおっしゃる、何か

要素が盛り込めていけるのかなというのも思

ったりもするし、そういうふうに捉えていっ

たほうがいいのかなという。 

○浅見雪絵委員 この産業振興条例に、テー

マはつけますかね。つけますよね。この若者

施策でいうと、世代のリレーと市民が主役の

まちづくりというみたいなテーマ、キーフレ

ーズになるようなものを一つつくって、倉吉

だと元気という言葉が一番キーフレーズ、決

まったとして、新城はどれをまず一番のこの

人口減少に対策するために、私たちは今、産

業振興を考えています。ここにサブタイトル

がついて、地域おこしとか、あと選ばれる何

かそういう項目が何個か並んでと思いました

けど、ここがこうやって、横で連携していて

もいいということですよね。産業振興条例自

体のテーマは、まず決めないと、細かいこと

から先に話すと、いつまでたってもまとまら

ないので、と思いませんか。 

○山本勝利委員 先にテーマ決めておくとい

うこと？そうしちゃうと、それに縛られちゃ

うんじゃないかな。だから、いろいろなこと

を、例えば、先ほどいったように、一つの輪

が、いろいろな輪がダブっているやつもある

し、それぞれ独立、そのダブっていても、そ

の中で一つ一つが独立しているわけでしょう。

それが地域の活性化により呼び起こすことに

なっていれば、そういうのがまとまって出て

くるわけですから、だから、私が今ふと思っ

たのは、いろいろそういう意見がたくさん出

てきた中で、こういうのがテーマとして必要

だねということになったときに、テーマづく

りをしていけばいいんだって。先にやっちゃ

うと、何かそれにとらわれてしまうというよ

うな心配がちょっと考えました。 

○浅見雪絵委員 そしたら、 

○榊原観光課長 ちょっといいですか。いつ

も思うんですけど、私、今鳳来のほうで、い

ろいろお付き合いさせてもらっているんです

けど、こうして見ると、八百屋さんが無くな

ったり、人が少なくなったり、やっぱり人間

は、おじいちゃんやおばあちゃんにいろいろ

聞いてみると、やっぱり住みたいところにず

っと住み続けることが一番いいと言っていま

した。それじゃ何が必要かというと、やっぱ

り当然、近くに公共交通があったり、介護に

行けたり、例えば、近くにガソリンスタンド

があったり、そういうものがある程度整わな

いと、なかなかずっと住めていけないよとい

うお話です。それで当然、ある程度、さっき

副市長が言われたとおり人口規模が必要でし

ょうし、それをかなえるために、今それをか

なえることが、今回、地域振興に全部つなが

ってくるかなというふうに私は思います。 

○浅見雪絵委員 ずっとっていうと、リタイ

アした後ぐらいの人たちから、一生が終わる

まで新城にいたいということですよね。 

○榊原観光課長 そうです。だって、お墓も

仏壇も抱えとるし。そう言っておりました。 

○松本吉生委員 本当は、何かそういうのを、

何か逆に逆手にとってみたいなところがあっ

たら、いいんですけどね。 
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○浅見雪絵委員 逆手に？ 

○松本吉生委員 この前、ＮＨＫのドラマで

限界集落株式会社とかやっていました。わか

んないですけども、例えば、今だと林業女子

とか、歴女とか、何かそういうものなんです

が。人が減っていくのはしょうがないんです

けど、かなり田舎ではありますけれども、そ

れを何か、逆に、そういうのをアピールしな

がら何かできることがあったら一番いいです

よね。 

○榊原観光課長 さっき言っていたように、

何か若者が田舎に住むなんて、テレビでやっ

ていますけどね。一人で何か、勝手に掘っ立

て小屋建てて住むとかね、土地も買って、あ

れもすごいですね。 

○山本勝利委員 今度の総合計画は、第１次

の総合計画のときに、山湊馬浪のにぎわいを

なんていう形で、テーマを取り上げてやって

いましたね。 

○事務局 川合副部長 基本理念としてはそ

うです。 

○山本勝利委員 しかし、今の新城市を考え

たら、それでいいのかな。 

○事務局 川合副部長 昔の山湊馬浪じゃな

いと思うんですよ。 

○山本勝利委員 違うんですよね。意味が全

然もう、 

○事務局 川合副部長 全然違うと思います。 

○山本勝利委員 全然違った意味合いである

という、こういう形で先ほどの話じゃないけ

ど、限界集落のところもあるし、ある程度、

集落としての基礎をつくっているところもあ

るし、そういう形のところがあちこちに散在

していると思って、新城市をつくっているも

のですから、それぞれの地域で要するにある

産業を興して、それが振興というか、そうい

う形で振興してくれば、そこに地域の活性化

が生まれるということ。それが住みやすさに

つながっていけば、人口もストップをかけら

れるのかなというような感じもするもんです

からね。そういう意味で、ちょっと山湊馬浪

という、最初出てきた意味が、今度どういう

ふうに捉えられているのかなと。 

○浅見雪絵委員 そうすると、何か私、三つ

今、キーになりそうなのが、一つ今、言って

いただいた住みやすさ、今まで住んでいる人

が、さらにどんどん住みやすくしていくため

のテーマが一つ。それから、選ばれる田舎と

言われたように、都会に住んでいる人たちが

田舎がいいなと思って、わざわざ引っ越して

きてもらうための施策が一つ。もう一つはＵ

ターンの、新城だったけど、一旦は外に出ま

した。でも戻ってきたいと思っていますとい

う、三つのターゲットにわけて、 

若者という言葉が、ちょっと語弊がありそ

うですけど、若者という言葉はやめて、独身

世帯と、独身じゃなく、子供がいるいないか。

子供が何か、独身者はコンビニないと生活で

きないので、その人たちに新城にいてくれと

いうのは、すごい無理があるけど、でも、私

も独身のときはコンビニないと生活できなか

ったけど、今は子供が生まれたら、その途端

に生活はできるようになっているんです。コ

ンビニなくてもいいから、安全・安心がある

ほうがいいと、絶対思うから。 

 

（Ｂグループ討論開始） 

 

○権田知宏委員 私が進行のほうを務めさせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

 先ほど、鈴木誠先生からもお話がありまし

たけれども、新城の特色、今までのアンケー

トやヒアリング等を踏まえながら、また個人

の意見も踏まえて、このたたき台とその他の

市の参考になる条例案も見ながら新城にあっ

た特色のある振興条例の素案をつくっていき

たいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。なかなかすぐにと言っても難しいと思

いますので。 

 どこからでもいいんですが、一度目を通し
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ていただいて、５分ぐらい。それで御意見を

いただくというふうな流れにしていきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

（資料、黙読） 

 

○事務局 谷川主事 きょうはアンケートの

集計を説明していただいて、女性と男性とち

ょっと意識が違うね、ということで。あとは

たたき台を１ページから、９ページの帯広市

それから１０ページの倉吉市を参考にマニフ

ェストを使ってたたき台をつくりましたもの

で、これをちょっと皆さんに読んで検討いた

だけたらということで読み直しております。 

 特に前段ですね、前文、ここをいかにする

かということで。あとこの中にありますけど、

じゃあ次の段階のビジョンはどうするかとか

ね、条例だけじゃ何なので。ビジョンをどう

持ってくるかなと。 

○権田知宏委員 きょうは前段の部分がメー

ンですか。 

○事務局 谷川主事 特にどこということじ

ゃないですけど、今まで皆さんがいろいろと、

例えば福祉バスをどうのこうのとか、産業の

連携でどうのこうのとか、いろいろと御意見

をいただいているもので、非常に参考になっ

ておるんですけど、そういうことをここにど

うやって生かしていくかというのがですね。 

 別にこの条例で出すか、その次の段階のビ

ジョンのほうで生かすかということはあると

思いますけれども。 

 先生が言うには、条例は市民に対するお約

束事の言葉を書くということになりますので、

ざっとまず、ちょっと時間で確認いただきた

い。 

○権田知宏委員 それぞれ読んでもらって。 

 

（資料、黙読） 

 

○菅谷浩久委員 よろしいですか。このたた

き台のところで、それぞれの市長の責務だと

か事業者の役割とか市民の役割とか、こうい

う形で分けるというか、市民もそういう役割

というかそういうのがあるんだよというよう

なのを、こうやって入れると、特に市民の役

割のところで、市民は地域の事業者が提供す

る商品やサービスに愛着を持ち、購入すると

いうことは、要は地産地消じゃないですけれ

ども、そういうことを呼びかけるということ

を、定義化するんじゃないですけれども、そ

うすることによって明確になるという部分が

あるんじゃないかなと思うんですけれども。

こういうのを入れるのはいいんじゃないかな

と思うのですが。 

○権田知宏委員 そうですよね。この辺の商

品やサービスでいうと、農作物だったり木材

とかそういうことですね、メーンに。 

 あとほかにもサービスというのはあると思

うんですけれども。 

○菅谷浩久委員 要するに、地元の業者とか

そういうところをうまく使ってほしいよとい

うような。 

○権田知宏委員 確かに、商工会としては非

常にありがたいことで。 

○菅谷浩久委員 そういうようなところから。 

○権田知宏委員 どうしても商工会に多く所

属している個人商店さんのところで買わずに

結構チェーン店とかで買われる方が多いとい

うふうに聞いていますので。 

○菅谷浩久委員 そういうふうに多分なっち

ゃっていると思うので、そこのところを少し

そういう、市が投げかけることによって違う

のかな。 

○権田知宏委員 なるほど。 

 この辺については、先ほど広域連合の件と

か、若者政策とか、その辺もありましたけれ

ども、その辺の絡み等もありますかね、多少

は。 

○菅谷浩久委員 そうですね。 

○権田知宏委員 新城市内だけではなかなか

そろわないので東三河で考えるとか、ていう
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こと。 

○菅谷浩久委員 ありますよね。広域に考え

るというところでいくと、さっきのどこでし

たっけ、帯広でしたっけ、そういう形の周り

を巻き込んでじゃないですけど、そういう形

でいいんじゃないですかね。 

○海野文貴委員 菅谷さんおっしゃるように、

地域産業の振興条例ですので、市民が動いて

何ぼの世界なので、市民の役割というのを明

確に示すということは非常に大事なことでは

ないかなと思います。 

○菅谷浩久委員 そこで、長である市長の責

務というのがここにありますから、みんなそ

れぞれ、そういう立場、立場で、やることが

はっきりするじゃないですけど、みんなそう

いう同じ方向を見ていきましょうよというの

が、条例をつくることによって明確になると

思うんですよね。 

○権田知宏委員 そうですよね、市だけがこ

ういうふうに言っている、事業者だけがこう

いうふうに言っているというよりも、市民の

方にもその辺も伝えてわかりやすくするとい

うのは。 

○菅谷浩久委員 みんな同じ方向を向いてと

いう。 

○権田知宏委員 そうですね。それでないと

なかなか。 

○菅谷浩久委員 方向づけるというか。 

○権田知宏委員 そうですね。 

○菅谷浩久委員 そういうところですよね。 

○権田知宏委員 例えば、アンケートあたり

では人口の減少だとか、あと就職先がないと

か、その辺のこともいろいろ出ていましたし、

先ほど浅見さんでは、女性の就職だとか生活

の範囲とかが限られてくるとかというような

意見もあったんですが、その辺のあたりは前

文に入れたりとか、その辺の意見は何かあり

ますか。 

 多分、この辺が一番中心になって新城市だ

けの特色みたいなのも盛り込んだほうがいい

という部分になると思うので。 

○菅谷浩久委員 そうですね。 

○青山勉委員 前段と基本方針というのを見

ていまして、いろいろキーワードを見ている

と、特性や生活とか地元事業者、雇用、あと

若者、地域自治区ということがあったんです

けど、先ほど女性の目からというのが、子育

てとかそういったものもまた入れると、男女

の中で問題が出るのかもあるし、ほかの倉吉

とかいう中にも女性の視点という部分では余

り出ていないものですから、この辺をどのよ

うに見るかということも考えていくべきかな

と思います。 

 あと、新城で誇れるところはアンケートで

出ていましたけれども、自然という言葉もこ

の中には含まれていないようですので、なに

かそういったのも前段の中で自然を生かした

何かというのを入れるとインパクトが強いか

なと思いました。 

 一つ、この地域自治区制度というのは、ど

ういった制度なんですか。豊田と愛知県下で

は。 

○居澤市民保険課長 私が昨年まで鈴木先生

に教えを得られて２年間おったんですけど、

市内に１０の地域自治区ということで分けて

おりまして、ザクッと１億円の予算が１０の

自治区で割りますので、単純に割ると一つの

自治区で１，０００万円予算がありますので、

それを自分たちで予算の使い方を決めて事業

を行うということで、実際の事業は市役所の

担当で行うんですが、その使い道を決めるよ

うな、一つは予算をざくっと自治区予算と活

動交付金事業という二つのパターンがあるん

ですけど、グループが３人以上でこういった

事業をやりたいということで、３０万円の上

限の自治区もありますし、５０万円の上限の

自治区もあるんですけど、そういったものが

一つの使い道です。 

 もう一つが、自治区予算で、これが使い道

を決めて、市の担当課で、例えば道路に緑色
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の安全のカラー舗装をやってくれということ

を協議会というのがありますけど、そこで決

めて市長に提言をすると、建議と呼びますけ

ど、建議していただいて、それが認められて

議会で予算が決まれば自分たちが決めたこと

が実際に事業として行われて、お金の面では

そういったことですけど、大義名分を説明と

いうのはなかなか難しいんですけど、とりあ

えず予算的には約１億円です。新城市の２０

０億円の予算の０．５％、１億円を地域自治

区で使いましょうというかやりましょうとい

うことで、こんな感じです。 

○青山勉委員 平成２６年度は結構各自治区

が１，０００万円を有効に使って。 

○居澤介護保険課長 そうですね、平成２５

年度、平成２６年度について防災器具の充実

とか防犯灯とか。 

○事務局 谷川主事 発電機とかね。 

○居澤介護保険課長 そうですね、いろんな

今、カラーがやっと出てきた感じで、新城地

区ですと五つの自治区ですね、作手地区は一

つになるんですね。鳳来は四つありまして計

１０。 

○青山勉委員 そういうニュアンス。家屋や

道路や整備というのは結構半分ぐらい。 

○居澤介護保険課長 流れ的にそうなるかな

と思いますが、そういった公共事業、１，０

００万円の単位だとできないということで、

結構ソフト事業とかそういった斬新な事業、

例えば南三陸に視察に行って、それをフィー

ドバックしてこの防災、新城地区ですけどそ

ういったソフト事業みたいなものも結構出て

きまして、本当にばらばらになってきた感じ

がします。それぞれの自治区のカラーが出て

きたのかなと思います。ぜひ条例とか自治区

の文字は外せないのではないかなと思います。 

○権田知宏委員 地域自治区制度、新城市と

豊田市がこの辺ではやっているということで

非常に特色はあるということですね、その点

はこの条文というか前文もしくはどこかに盛

り込んだほうがいいんじゃないかという。 

○居澤介護保険課長 いただければ。 

○権田知宏委員 そうですね。 

○居澤介護保険課長 豊田はもう１０年やっ

ていますので、大先輩です。 

○居澤介護保険課長 産学金官の、ちょっと

初めて聞いたんですけど。産学、金というの

は。 

○権田知宏委員 金融じゃないですか。 

○居澤介護保険課長 金融なんですか。 

○権田知宏委員 それしか思い浮かばん。産

学金官というのは余り聞いたことがないんで

すけれども、金融かなと思って。 

○居澤介護保険課長 産学金というのは。 

○事務局 古田産業・立地部長 金は金融。

地域金融というか地元の信用金庫とかそうい

う地元に密着した金融機関。 

○権田知宏委員 事業者と産というのは、似

たような感じだけど。 

 産業って事業者、そうですね。 

○事務局 古田産業・立地部長 大学とか。

金は金融、官は官公庁の。国とか県とか含め

て官。 

○菅谷浩久委員 なんでしたっけ、若者条例

と連携をするような何か、その若者条例をつ

くるということは若者が条例の文というかそ

ういうのがあるということですよね。 

○権田知宏委員 僕もそっちはね、詳しくな

いんですけど、若者条例の概要みたいなもの

はわかりますか。 

○居澤介護保険課長 わかりません。 

○権田知宏委員 誰もわからないですか。先

生。 

○菅谷浩久委員 でも、あるということです

よね。 

○権田知宏委員 今、つくっているんですよ

ね。できたのか。 

○居澤介護保険課長 できた、ですね。 

○青山勉委員 高校生とかが参加しているん

ですよね。 
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○居澤介護保険課長 ああ、そうですね。高

校生も参加して。 

○菅谷浩久委員 そことね、連携じゃないで

すけど、その部分をちょっと入れたりとか必

要ですね。 

○居澤介護保険課長 シンポジウムで出てい

ましたね。 

○権田知宏委員 副市長は全て頭に入ってい

ますよ。 

○事務局 古田産業・立地部長 プリントア

ウトしたら出ると思いますよ。プリントアウ

トしたやつ。 インターネットできればホー

ムページで確認できます。 

○権田知宏委員 全然見ていないので。新城

市のホームページとか。 

○権田知宏委員 やっていいんだ。やってい

たようですね。 

○ それで多分条例をつくった。 

○海野文貴委員 電車のポスターで何かあっ

たみたいですけど。 

○鈴木誠委員長 若者条例、じゃあ、知って

いる範囲で、ちょっとお話していいですかね。 

 新城って、中学生議会を行っていたです。 

 これ、中学生の義務教育の子供たちに議場

に来てもらって、そこで子供たちなりに今、

子供たちを見ているいろんな問題点とかそれ

から改善提案というのをいろいろと、それに

ついて市の幹部が答弁するんですかね。 

 そういう経験があって、若者の中でも特に

そういう義務教育の世代でも十分、今の新城

の心配事とか将来の希望を語れるという、そ

ういう経験をしてきたらしいんですよね。そ

れであるならば、もう一つ上の年齢層の人た

ちにもっともっと新城について、今と将来に

ついて語り合ってもらって、いろんな政策提

言をしてもらうということも大事じゃないか。 

 そんなこともあったというふうに聞いてい

ます。特にその中で、地元の出身の、いろい

ろとと海外に出て、彼は日東工業だったかな。

に、今勤めている子なんですけれども、新城

東高校を出て、名古屋工業大学を出て、地元

の会社に日東工業かな。に、勤めていたんだ

けれども、たまたま海外に何かの集いか何か、

それに出ていって、地元、つまり自分の生ま

れ育ったまちを語り合う場に出たときに、全

く新城について説明できなかったというカル

チャーショックを受けたらしいんですよね。 

 ところが、逆にちょうどほかの国の若者た

ちは十分その自分のまちの歴史を語ったりと

かができる。我がまちについて語れるという

ことができないというのは、いけないんじゃ

ないか。誇りの欠如ということを実感したと

いうことですね。いろんなものが今、世の中

にある中で、自分たちにないのは誇りじゃな

いかと。いうことです。 

 誇りを自分の生まれ育ったまち、あるいは

自分の生まれ育ったまちの文化、あるいは歴

史、さらには人、トータルに知らないという

ことは誇りを持って生き続けるということが

できないことの証である。 

 これじゃいけないということで、もっとも

っと地元をよく知って、いろんな問題点があ

ればそれをどんどん指摘をして、改善してい

く担い手になろうじゃないかということで、

動き始めたらしいですね。 

 そういう若者たちの声がどんどん広まって、

若者の総合政策というものを最終的にはつく

っていくんですけど、若者たちでいろいろと

集まって、いろんな市の例えば市民まちづく

り集会というのを企画していったりとか、そ

れから条例づくり、ほかの自治基本条例の中

身について検討したりとか、いろんなことが

できるようになってきたと。 

 それだったら、新城は最近では他市、例え

ば長野県の小布施であるとか、それから福井

県の鯖江であるとか、こういうまちまちでも

人口が減っていく中で若者たちの声をくみ上

げていろんな政策づくりをやっているので、

新城だったら新城らしいやり方があるのでは

ないかということで、若者たちが集って、そ
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してこれからのまちづくりについてどんどん

提案をしていく、そして提案するだけじゃな

くてみずから動いていく、こういう政策をつ

くろうということで、若者総合政策というの

を目指そうということなんです。 

 ただ、それが時の市長とか時の担当の職員

の気持ちだけで動いていてはだめなので、そ

の根拠となる条例をつくる必要があるという

ことで、若者条例というのをつくって、これ

からの新城のまちづくりと取り組みというの

は若者抜きにはしないと。若者が参加をして

取り組んでいくんだ、ということをうたった

一つの理念条例というんですかね、そういっ

たものをつくることになったんですね。 

 と同時に、若者、9若者と言ったって、個

人ではなくて、若者たちが一つ集って、そし

ていろんな議論をする場をつくっていこうと

いうことで、それを若者議会と称したんです

ね。 

 その若者議会には、本当は中学生から、さ

っき言ったように中学生議会はやっているの

で、中学生から参加をしてもらって、それで

やったほうがいいと思うんですけれども。 

 ところが中学生は昼間学校をさぼって出て

来いというわけにはいかないので、これは義

務教育なので。 

 したがって、１６歳から２９歳までの年齢

の幅の中で、確か何人だったかな。２０人の

若者たちに立候補したり推薦してもらったり

して出てもらって、そういう２０人の１６歳

から２９歳までの男女に若者総合政策の内容

や方向についてきちっとつくってもらって、

そしてそれを進めていってもらおうというこ

とになっていたわけです。 

 そこで、そのためにも若者議会条例、それ

を若者議会というふうな名前にしたらしいで

すね。そこでも随分いろいろと喧々諤々あっ

たというふうに聞いていますけれども、市議

会があるのに若者議会なんでおかしいじゃな

いかというふうに言われたこともあったらし

いですけれども、そこは新城らしさというも

のを追及していこうということで、中学生議

会の経験もあるので若者議会というものをつ

くって、そこで若者総合政策をこしらえて、

それを推進してもらおうということになった

というわけです。 

 ちなみにその総合政策を推進していくのは

若者議会だけではありません。いろんな各課

の政策なんかにも当然総合政策に係ることも

あったりします。だから、我々が、僕はたま

たま委員長をやっている市民自治会議、これ

は自治基本条例を進めていく市民自治会議と

いうのもありますので、そこにも実は、若者

議会のほうから何人も入ってくるので、それ

で若者の声を反映させていきましょう。 

 そうやって若者を議会の審議の内容を踏ま

えて総合政策をつくったり、他の施策、こう

いったものにも若者たちの声を反映させてい

くようにしようということで、現在ことしの

４月から若者条例と、そして若者議会条例と、

そしてその議会条例等に基づく若者総合政策

というのが愛知県内で初めて新城で始まった

というのが大きな特徴です。ということなん

ですね。 

○菅谷浩久委員 もうできているんですね。 

○鈴木誠委員長 できています。 

○広瀬副委員長 若者議会は６月から活動し

始めます。 

○鈴木誠委員長 正式にね。 

○広瀬副委員長 正式にです。 

○鈴木誠委員長 はい。 

○広瀬副委員長 高校生が半分ぐらい入って

いますね、新城東、時習館、藤ノ花とか、そ

ういう高校生が半分ぐらい、大学生がまたそ

の半分ぐらい。だから詳しい数字は、高校生

が１０人ぐらい、大学生が５人ぐらい、社会

人が５人ぐらいいた。 

○菅谷浩久委員 それは公募ですか。 

○広瀬副委員長 公募です。だから、手を挙

げてくださいという内容で、飯田線の中吊り
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ポスターが出されていた。 

○海野文貴委員 なんか見たことあります。 

○広瀬副委員長 ああいうところにやったり

ホームページだとか、あと口コミだとか。 

 今、鈴木先生が言われたように、今回若者

のこの条例をつくるに当たっての、あるいは

若者総合政策というのをプレでつくったりと

かしているんですけど、そのときに新城東高

校の生徒さんが二人参加していたんです。 

 その会議に高校生が参加していたというこ

とが、多分今回１０人ぐらい。確か１０人ぐ

らいだと思いますが、半分ぐらい高校生が入

ってきたんです。それは、多分その前段が中

学生議会であって、中学生が新城は「座れる

まち」にしたいという、幾らまちを歩いても

座って話すことがない、だから座れるまちを

提案したいと言って、ベンチが幾つもできた

わけじゃないんですが、情報センターのとこ

ろにベンチをつくったりだとか、あるいは数

カ所ですけれども、せっかく歩いておっても

休んで話をしたりだとかするところがない。

だから「座れるまち」をつくりたい。中学生

が提案したんです、最初のころ。 

 そういうのが一つのきっかけとなって今鈴

木先生が言われたような経緯をたどって。そ

れで一定の予算をある程度若者の政策に反映

させていくということをこの若者条例と若者

議会で予算をつけるための総合政策みたいな

のをしっかりとやっていく。 

○鈴木誠委員長 ここに若者の定義が１３歳

から２９歳までというふうに定義の第２条の

２項のところに書いてあるんですけど、言っ

たように若者議会を構成する議員として立候

補するのは一応１６歳からというふうになっ

ているんですね。 

 新城の先ほどの特徴でおっしゃっていただ

いた、地域自治区というのがあります。これ

は地域を１０地域に分けて、そしてそういう

単位で身近な住民自治、住民が直接参加して

意見を述べて行動する、そういうまちづくり

をやろうという非常にユニークなものなんで

すね。 

 それを今度は、年齢にこだわってやってみ

ようと。地域という単位だったらベテランの

方たちが一生懸命動いてくださるんだろうけ

れども、しかし今度は年齢というところにこ

だわって、広い新城の中でもどこにいても若

者たちが自分の今と未来を考えて、そして同

じような世代の人たちで議論して全市のまち

づくりについていろいろと意見が言えるよう

になるよということを保証するのがこの条例

なんですね。 

 これは、合併して広域になったまちにとっ

ては物すごく実は意義のあることで、山間部

とか高齢者の多いところだと、私たちはなか

なか物を言えないし、こんな窮屈なところが

嫌だとか、それからいろんな昔からの風習と

かならわしがあって、それに従わなきゃいけ

ないということで、若者たちのなかなかもの

の言い方とか行動というのは制約されること

が多かった。 

 むしろ、そういう若者たちの声を聞いてこ

れからのいろいろな習慣とかも自治会の運営

の仕方、行政区の運営の仕方とかも変えてい

かなきゃいけないと今、声が起きつつあるの

で、こういう若者たちの直接参加の意見、場

というのをつくっていこうというのが非常に

大事であるし、特徴でもある。今度はそれを

産業いうところでまた新しくくくって、地域

の視点、若者の視点、そして産業の視点と、

こういう産業振興をこれからやっていこうと

いうことで今起きているんですね。 

 済みません、ちょっと言葉足らずで。 

○権田知宏委員 ありがとうございました。

ということで、どこでしたっけ、条例が。 

○菅谷浩久委員 若者のそういう。 

○権田知宏委員 なかなかいい言葉じゃない

ですか、これ。世代のリレーができるまちづ

くりが。 

○菅谷浩久委員 そうですね。 
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○権田知宏委員 それに負けないような前段

と、ほぼこれも考えなきゃいけないので。 

○菅谷浩久委員 若者に負けちゃいかんです

よね。 

○権田知宏委員 自分の頭では。 

○菅谷浩久委員 座れる場所、座れるまち。 

○権田知宏委員 気づくのが全然年代によっ

て違うのでね。 

○海野文貴委員 思いもよらんわね、そんな

ん僕ら。 

○権田知宏委員 全然思わないですね。座り

たいとは思うけども。 

 先ほど出たのは、前段の文あたりではアン

ケートに多かった自然が豊かなのにその辺が

反映されていないとか、それはイコール環境

とかということの配慮とかということも含め

てだと思うんですよ、いろいろ。その辺と市

民の役割というところが条文として出ている

のは非常にいいんじゃないかということだっ

たですけれども、そのほか 御意見はどうで

すかね。 

 先ほど自治区についてもいい制度だし、意

見をいろいろ吸い上げたり、地域のことを考

える取り組みをする一歩としては非常にいい

制度なので、その辺も含めてというか条例に

組み入れたらどうだという意見もありました

し。 

○菅谷浩久委員 若者とか、女性の立場に優

しい、物を言える決まりじゃないけど、何か

そういう一文を入れてあげると。ありじゃな

いかなと思いますね。 

○権田知宏委員 そうですね、年が多くて、

強引な方だけの意見じゃなくて、当然若者の

意見とか女性の意見も取り入れるような仕組

みということですかね。 

○菅谷浩久委員 そういうまちづくりという

か。 

○権田知宏委員 この辺をどう産業のほうへ

ということですよね、問題は。 

○菅谷浩久委員 そうです。 

○権田知宏委員 なかなか難しくてあれです

かね。 

○菅谷浩久委員 そうですね。 

○権田知宏委員 すぐにはなかなかですね。 

○菅谷浩久委員 要はこのたたき台に何かを

加えたりとか、新城らしいものを入れていく

ということを今やっているということですよ

ね。 

○権田知宏委員 そうですよね。例えば、さ

っきも言いましたけど、アンケートとかヒア

リングとか、あと、いろんなところで出たや

つとかは、新城の特色がうまくここへ盛り込

めればいいかなということですよね。全てを

入れるわけにはいかないので、全てをいけな

いというか全てを入れてもいいですし、それ

はなくても皆さん知っているから、だったら

やめておこうとかというのもあるので。 

○菅谷浩久委員 これはあれですか、たたき

台にして第何条とかは作っていく。 

○権田知宏委員 じゃないですか。ですよね。 

 私も皆さんと一緒で初めて見て、意見を言

ったりまとめようとして、これ全然僕に聞か

れてもわからないです。さっききたらやって

って言われただけで。 

○滝川地域医療支援室長 産業振興というと、

産業って起こすのと、あと継続性があると思

うんですね。特に新城の場合でいくと、恐ら

く私たちの年代ぐらいの人までは、親の家業

を継いだりとか、意識をもって、自分も別に

家業はないけどお百姓があるので、農地は何

かしないかんかなという気持ちがあるんです

よね。でも、これから若い人たちというのが。

継続が難しい時代になるかは。 

 そうすると、起こす方をどんどんしていか

ないと、起こしがなしに継続がなしだとなく

なっちゃうんですね。 

 実は、自分の息子がまず百姓をやることは

ないだろうなとは思うのですが。 

○権田知宏委員 なかなかね、息子に継げと

は言いにくい。 
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 僕の親あたりはもう、強固に継げ継げと。

少しは自由な時間もあるし、少しはいいもの

を食べるかもしれんとか、何とか言われ人も、

全然そんなことはなかったと、一応長男とし

て生まれた以上は、家を継ごうかという気も

多少あったんですよ。で、強く言われたので

継ぐ気はありますけれども、なかなか自分の

息子にはそうは言えないですね。全然違うこ

とを考えていますので。 

 かといって、農業をやっているわけでもな

いので、なかなか難しいですね。 

 なかなか継いでくれる人がいないから、今

高齢化社会になってしまっているというのも

あると思うので。 

○菅谷浩久委員 後継者いるとつながってい

くんですね。 

○権田知宏委員 そうですね。 

○海野文貴委員 先ほどの繰り返しになるか

もしれませんけれども、後継者とかそういっ

た人たちを育てていくためには、地産地消と

いうかこの地域の中に、お金を回していただ

く、新東名ができて、浜松とかいろんなとこ

ろに買い物に行って、それだと地域の経済と

いうのは、外で消費をされてしまっている、

この地域の中で回るお金がない場合は、地域

の産業としては、発展しないというふうに思

うので、地元の中でいかに経済を回すかとい

う、そういうことが地域産業での発展につな

がることの柱のような気がして、そういった

部分を地産地消と先ほどおっしゃられたよう

なことを盛り込んでいくといいんじゃないか

なというふうに思うんですけれども。 

 地元の人は地元商店ところを御利用いただ

くことそういったことを地域の中で潤う。 

 地元の農家の人がつくったものを買ってい

ただく、そういった部分が地域産業に寄与す

る。農業にしかり、林業しかり、商業、サー

ビス業もそうだと思います。 

○滝川地域医療支援室長 一時、公共事業が

減ったたときに、建設業が農業への進出する

みたいな、そんな流れをつくろうとしたので

はないですか、国だと思いますけれども。 

 ああいう業種転換といいますか、これから

新城の需要を満たすように、農協さんはいろ

いろその時代に合わせて、外需をふやしてい

ただいたりとか、あるいは福祉サービスのほ

うに手掛けていただいたり、この時代に合わ

せて、足りないところを担っていただいてい

るなと思うんですけれども、そういう地域産

業、産業というものの位置づけが難しいとこ

ろがありますけれども、地元で必要とするも

のを地元でみんなでしっかりやっていこうと

なるんですかね。 

○権田知宏委員 例えば、産業という意味で、

「継続と起こす」というところ、その辺もう

ちょっと詳しく聞きたいんですけど。 

○滝川地域医療支援室長 詳しくと言われて

もあれなんですけれども、要は、さっき言っ

たみたいに。継続があればその産業はある程

度は市内にそこにあるんですけど、継続がな

いから、起こすことを相当たくさんやらなく

てはいけない。 

○権田知宏委員 それは継続するほうが大切

だと思うのか、起こすほうが大切だと思うの

か。 

○滝川地域医療支援室長 先ほどおっしゃら

れたみたいに、なかなか継続するというとい

うのは難しい。 

○権田知宏委員 産業振興ということを考え

ると、地域の特色がどうしても産業になるの

ですが、そうすると、起こすほうよりも継続

のほうに重点を置くことになるのかね。 

 例えば林業とか農業あたりが、メーンだと

思うんですけれども、どうしてもわからへん

わね。市役所さんが産業をどう考えるか。 

○滝川地域医療支援室長 難しいですね、な

かなか。 

○青山勉委員 継続するとなると、後継者と

いう問題になる。 

○滝川地域医療支援室長 継続にも、家族が
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だけ引き継ぐ場合と、株式会社や外部からと

思いますので。本来、やる人たちが引き継ぐ

というほうが、その場合には家族の方はほか

の業種のほうに動いていくのかもしれません

けれども、その仕事が残って、その家族の方

でやりたいことがほかにあって、それが新し

い産業を起こしてくれれば、息子さんに新し

い産業を起こしていただいて、その仕事はほ

かの方が引き継いでいただければ産業が減ら

なくて盛り上がっていくという、そんな勝手

なイメージがありますけれども。 

○青山勉委員 そうすると、そこに移住しな

くちゃいけないとか、住みやすいというのも

リンクしてくるわけですよね、継続になると。 

○滝川地域医療支援室長 子育てとか家族の

面倒を見るとかというあたりの、人がそこに

いてくれれば、そこにかかる仕事がちゃんと

ある。 

○青山勉委員 そうですね、必要ですね。男

性だけじゃなく、女性も働かないとという時

代で、子育てしながらになると、時間がやっ

ぱり短いとか、そうするとパート収入だと、

とてもやっていかれないと思うんです。 

 そういうのを何とか援助して、短時間の正

職のほうをするとしたら、市が補助をしてで

きるようにすると。そうすれば、ある程度の

収入を得て、子育てをして、そこに移住でい

るかというのも、回ってくるかなと思うこと

もあるんですけれども。 

 介護のほうは、全然就職がないというか、

雇用しても来ないというので、なかなか時間

とかも、朝早くから遅くまでおってほしいと

いうか短い時間だとできないということで、

狭められていて、皆さん敬遠してしまうとい

う。 

 就職のことでいうと、若者たちは楽しい、

安定している、地元というのが入っていたの

があったんですね、地元というのは、戻りた

いんだと。ただ、なかなか戻れない、楽しく

ない、あと安定しないということで、外で働

くということで、魅力があれば何か少しでも

ここに戻ってくれるものかなと。 

 さっき言った、本当に起こすのをたくさん

やるのか、継続を主にするかというのは、ど

っちをとるのか大切ですね。 

○権田知宏委員 でも、継続してやってくる

地元の人には、手厚く支援するとかというの

を盛り込んでもいいかもしれないし。 

外から来ても、新しいのを起こしてくれて、

地元で頑張ろうという人には、また手厚くし

ましょうかとかというのを条例に入れるとい

う、そういう案もありますよね。 

 要は、継続にしても起こしてくれる人にし

ても、この地域で頑張っていただかないと、

非常に難しいところで。 

 そうすると、さっき言ったみたいに、いろ

んな環境が整っていないと。 

 多少なりとも、そんなようなことも盛り込

みたい気はしますよね。こうしたほうがいい

というのはなかなか言いにくいですよね。 

 

（○鈴木誠委員長  いいですか、あと１０

分ぐらいでまとめていただければと思いま

す。） 

 

○権田知宏委員 どのようにまとめましょう

か。余り細かく言い過ぎてもね、 

○菅谷浩久委員 先程から出ている地域自治

区、広域連合、若者政策のことは入れるべき

ですね。文章にして。 

○事務局 加藤副課長 やっぱり前文部分が、

本当に若者条例の、きっと分かり易くつくっ

たと思うんですけれども、これでもまだ入り

にくいのかなという気がするので、菅谷さん

が言われたみたいに、キーワードになるよう

な。 

○権田知宏委員 そうなんですよね、わかり

やすくね。わかりやすく、受け入れられやす

く。 

 それは、市民と女性も。市民、女性、男性、
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区別なく。そんなところでいいですかね。ほ

とんど進んでいないですけれども。 

○権田知宏委員 若者条例を教えていただい

たのでのせていただいたので。 

○事務局 加藤副 問題は条例ができてから

ですよね。 

○権田知宏委員 条例ができてからのほうが

大事です。 

○加藤 そこは、さっきも皆さん言っていた、

市民がつくり上げていくほうがよっぽど。 

○権田知宏委員 産学金官と書いてあるから。 

○加藤 官は最後じゃないですか。 

○加藤 あかん、行政に頼っていてはだめで

すわ。 浅見さんの話に戻りますけれども、

説得力があるような感じもしましたよね。な

るほどね、女性目線だなと。 

○権田知宏委員 よくわかったのは、男性は

通勤で、どこでもというのと。 

 別にそんなことは全然思っていなくて、仕

事なので、普通に通勤して、通勤もえらいな

と思っている人もいるかもしれないんだけれ

ども、女性と見る目が違うなと思ったんです。 

○菅谷委員 その他がね、女性は比率多い。 

○権田知宏委員 そこには、女性からの不満

が多い。僕らでもいろんな意見があるなと思

うけど、そこは不満が多いんだって、はっき

り言い切ったもんね。 

○青山勉委員 一ついいですかね。ここの前

提で、地域産業の振興がというのが主語です

よね、人口減少や地域の活性化が成功、非常

に重要になっているという実態ですよね。も

しそれを逆にして、例えばさっき、若者、女

性、高齢者の意見を反映した優しいまちづく

りが安定した、また継続した産業振興を生む

とか、そうするとこの産業振興条例にはなら

ないと。だから、ちょっと発想を変えてとい

うのも。 

○権田知宏委員 なるほどね。 

○青山勉委員 ただ、これがやっぱり合致し

たいというのが基本になるなら、そういう。 

○加藤 今、青山さんが言われたのは、浅見

さんが言っていた。 

○青山勉委員 そう、そう、そうですね。イ

メージが。 

○加藤 どうするかです。だけど、らしさを

出すならば、倉吉、帯広というのは、ここに

提示させてもらっているような条文になって

いる。らしさを出すならば、青山さんが言わ

れたほうが、言い方は失礼ですが、おもしろ

いのかもわからない。 

○青山勉委員 同じ意味だと思いますね、た

だ、ぱっとさっき、市民がすっと入ってくる

という、産業振興が固いというイメージがあ

って。 

○加藤 産業振興は産業振興で、どうしても

権田さんのところの企業がもうかるとかいう、

そういうイメージしかない。 

 産業振興というと、どうしてもそういうイ

メージになってしまうので、青山さんが言わ

れたほうが、入りやすいということはあるの

かもしれません。 

 そのほうが事業課にいる人間にとっても、

プレッシャーが少ないかなと。生活面を整え

ている医療だとか福祉だとか、子育てという

面も充実させて、そこから農業だとか林業と

か。あとから来るイメージですね。 

○権田知宏委員 地域の金融業はあまりない

のではないか。 

○事務局 加藤副課長 これは国がつくって

いるというあれですよね。 

○権田知宏委員 ＪＡバンクもありますよ。 

そんなところですかね、きょうの段階では。 

 

（審議委員会に戻る） 

 

○鈴木誠委員長 そろそろ時間になりました

ので、きょうの意見をどなたか紹介をしても

らいましょうかね。 

○鈴木誠委員長 そろそろ誰か、どなたか代

表者を決めてもらって、それぞれのテーブル
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で出された論点を、手短に紹介をしてもらう

ということで、きょうはまとめにしていきた

いと思いますが、どうでしょうか。 

 それでは、そちらのチームから皆さんに、

こちらのほうへ紹介してください。ちょっと

距離が離れていて、何か変ですけど。 

○権田知宏委員 本当、真ん中へいくほど大

した意見が出ませんので。そちらのテーブル

は非常に盛り上がっておりましたし、意見も

たくさん出ていたようですが、こちらは静か

に、しっかりと議論をさせていただきました。

その結果を、１０秒ほどで発表させていただ

きます。 

 素案のたたき台というのがありまして、前

文から委任のところまであったんですけど、

その中で気づいたところを、皆さんの意見を

出していただきました。その中には、これは

ありきたりですけど、先ほど先生が言われて

いた新城の特色というところで、新城には地

域自治区制度、それと、若者政策条例ないし

は若者議会というのがありまして、その辺は

織り込みをしたいという意見が出ました。 

 それと、東三河広域連合ということで、東

三河の豊橋を中心とした連合になる可能性は

高いんですと、新城市は奥三河地域の中心都

市として、その役割も果たしていかなきゃい

けないんで、その辺の整合性をどのようにす

るかというところも、話として出ました。 

 あとアンケートですね。新城のよいところ

のダントツにありました自然とか、生活環境

みたいなところですね。自然を含めた生活環

境のところでは、まだ、この条例の中には入

っていないので、この辺も盛り込んでみたら

どうですかという。 

 最後、ここは重要になると思うんですが、

前段の部分ですね。地域産業振興が何々とい

うふうに書いてあって、地域産業というのが

主語、主語になっておって、非常に中心的な

部分ていう感じですが、先ほど女性の方から

も御意見がありましたので、やはり新城らし

さとか、産業が市民に優しいとか、市民がい

るから産業があるとか、女性に優しいまちだ

から、産業が発展するとかというような表現

にしたほうがいいんじゃないかと、例えば、

産業はとして、人口だとか、女性とか、市民

とか、そのへんに優しい医療もしっかりして

いるとかという部分を主語にして変えてみた

らどうですかというような意見がありました。

まとめますと、そのようなところですね。 

○鈴木誠委員長 どうもありがとうございま

した。（拍手） 

 とても重要な指摘のほうをお願いしてもら

いました。ありがとうございます。 

 では、こちらのチームのほうから紹介をし

てください。 

○浅見雪絵委員 こちらの班は、細かい文言

を考える前に、大きな目的をはっきりさせて

から、どういう方向に進みたいのかを、ちょ

っときょうは話し合いまして、私たちが何で、

今ここで産業振興をしないといけないのかと

なったときに、やっぱり一番大もとにあるの

は人口の対策じゃないかと、人口減少を阻止

することじゃないかというところから、産業

振興を使って、どんなふうに人口対策になる

かと考えたところ、三つキーワードが出てき

て、一つは、今、住んでいる人がもっと住み

やすくなるようにすること。まちおこしです

とか、そういったことを使ってですね。 

 もう一つは、新たに入って住んでもらう人

には、選ばれる田舎になること。都会の人た

ちが、今、田舎へ引っ越したいという願望が

あるので、そこをうまく使えないかというこ

とです。 

 もう一つ、最後がＵターンのまちにできな

いかと、新城で生まれて、ここで子供時代は

過ごしたけど、大学とか、就職とか、そうい

うころになると、一旦皆さん都会に出てしま

うと、でも、それを食いとめようとするのは、

マイナス的なアプローチなので、そうじゃな

くて、リタイアした後に戻ってきたいと思っ
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てもらえるように、今度は一端、離れても戻

ってきてもらうための施策を考えるべきじゃ

ないかということで、三つ、ターゲットをわ

けて考えていったらどうかというところまで、

きょうは進みました。 

 以上です。（拍手） 

○鈴木誠委員長 どうもありがとうございま

した。 

 それで、きょうはとても熱心に議論をして

もらって、それでこの間、アンケートとか、

ヒアリングでわかってきたこと、つまり新城

の強み弱み、さらには、人口を増やすにはど

うしたらいいんだとか。それから、今、住ん

でいる人たちがより過ごしやすくするにはど

うしたらいいかとか、いろんな論点も、実は、

アンケートやヒアリングの中にありました。

改めて、そこのところは事務局を中心として、

一度、再分析をしてもらいながら、資料が手

元にいってる方については、もう一回そこの

ところもちょっと見ていただいてからという

ふうに思います。あわせて、きょうも皆さん

が議論されたことをもとにしながら、きょう

は皆さんに用意したたたき台がありますよね。

このたたき台、事務局のほうも、きょう皆さ

んから出してもらったキーワードとか、それ

から重要な項目、内容、こういったことをも

とにして、きょうのたたき台にペンを入れて

直してみたいというふうに思っていますけど

も、皆さんのほうも、お一人お一人、改めて

ちょっと時間をつくっていただいて、この条

例の素案の部分を、ちょっと書き直していた

だくということをお願いできないでしょうか。

特に、前文のところ、それと二つ、２チーム

で意見がちょっとわかれたところでもありま

した。何を主語にするのか。つまり何を目指

していくのかというところは、ぜひやはり特

色あったように思いますし。 

 それから、ちょっと女性とか、若者とかと

いうことだけじゃなくて、例えばベテランの

人たちの役割であったり、常識にとらわれな

いで、固定観念にとらわれないで、改めて皆

さんの日ごろのお立場とか、経験から、この

前文から始まって、最後のところまで、一度

見直しをしていただけないでしょうか。それ

で思いっきり赤を入れて、事務局のほうまで

提出をしていただけると助かります。ちょう

ど６月には議会が、その議会の間は、こうい

う会議がなかなか会議開けないので、皆さん

から出された意見を、取りまとめをする時間

としても利用できるだろうというふうにも思

います。 

 そういう作業を進めていきたいというふう

に思います。 

 それから、きょう副市長のほうから、新城

の若者条例、これについても配っていただい

たと、これを見ていくと、やはり前文のとこ

ろ、前文のところが、随分、やはり新城らし

い、いいことが埋められているなということ

なんですね。世代のリレーができるまちづく

り、なかなかこういう言葉って表現できなく

て、下のほうを見ていくと、若者総合政策と

いう言葉がやはり第８条のところに出てきた

りもします。そして、その裏側のほうを見る

と、第１４条で、市長は新城の功労者表彰条

例に定めるところによって若者が活躍するま

ちの形成に推進した、そういう人を表彰する

なんていうことがあります。若者活躍推進月

間であるとか、随分やはり見落としていたい

いキーワードや、それからアンケートとかあ

るんですね。こういったものをちょっと参考

にしていただきながら、この新城市の新産業

総合条例、これは再度検討していただけない

でしょうか。皆さんのお立場によって、きょ

うは浅見さんから、産業の分野だけやってい

てはだめだと、やはり住むところ、暮らす場

所の大事さというのを、もっと着眼しなくち

ゃいけないということもいただきました。そ

うすると、我々どうも産業振興ということを

主軸に置いて考えてきたところはあるけれど

も、もっと産業を担っていく人が、暮らす総
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合的な環境づくりというところは大事だとい

うことはわかっていても、きょうも検討の中

で、抜け落ちたり、あるいは検討されたけど

もここの中にうまく組み込んでなんかないな

ということを、きょう感じさせられたので、

改めて、こういう総合、若者条例とか、それ

からきょう、それぞれのグループで指摘され

たことを踏まえて、ここのたたき台、皆さん

のお立場で自由に赤を入れていただいて、事

務局のほうにお届けいただけるでしょうか。

いつまでというのは、また事務局の方で一度、

検討して、皆様のほうに御連絡をしますので、

メールでも、ファクスでもいいですし、直接

お届けいただくのも結構でございます。そん

なことを次回に向けて行いたいと思うんです

が、どうでしょうか。 

 そのように、次に向けて進めてさせていた

だこうと思います。 

 それでは、本日の会議は以上ということに

しまして、次回も含めて、その他については、

事務局のほうから。 

○内藤副部長 それでは、次第のところ、そ

の３を見ていただきたいと思います。 

 次回の審議会日程予定ということです。７

月８日水曜日、午後７時から午後９時まで、

会場はここと全く同じです。ここを予定して

おります。また、改めて出席依頼の文章を出

させていただきますので、よろしくお願いし

ます。 

 それと、先ほど先生のほうから話のありま

した条例のたたき台の朱書きしたものについ

ても、あわせて御連絡差し上げますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○川合副部長 それから、事務局として提案

なんですが、若者議会だとか、若者政策の方

たちと意見交換をすることが、この審議委員

の方も含めてできたらなというようなことが

考えておりまして、無論全員の方に出席して

いただいて、意見交換するという場を、本来

設けられると一番いいんですが、日程的なこ

ともありますので、できれば、委員長と副委

員長には必ず出ていただいた上で、委員の方

もなるべく御参加いただけるような機会をと

りたいなというふうに。無論女性の方の視点

という部分も、先ほども何度か出てきており

ますので、男女共同参画だとか、そういう方

たちのグループの方たちにもちょっと集まっ

ていただくような機会をつかまえて、産業と

いうのが、単に産業界だけの話ではなくて、

もっと広い裾野の中で生きていける状況みた

いなものが、皆さんと意見交換ができたらと

いうふうに思いますので、そちらもまた御案

内をさせていただきたいなというふうに思っ

ております。また、調整をさせていただきま

すので、ぜひそういう機会をとらえさせてい

ただけたらという提案でございます。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 浅見さんのほうから、女性

の例えば集いみたいなものを用意していただ

ければ、副市長と喜んでいきます。 

○広瀬副市長 鈴木誠先生はケーキを持って

いきます。 

○鈴木誠委員長 皆さんのほうも、若い農業

後継者の集まりがあるから、そこへ一回ヒア

リングに行ったらどうかという提案をしてい

ただいても結構です。今、我々の中では、若

者政策が施策、政策としてきちっとあるので、

若者たちの総合政策の若者議会の皆さんと１

回意見交換をして、アイデアを増やすとか。

今度は女性の条例であるとか、そういったも

のも考えられていることでもあるし、それか

ら何より浅見さんを置いての、非常にうれし

い、いろんな提案していただけるので、そう

いう女性のつどいをつくっていただければ、

そこに我々も伺っていって、意見を聴取して

いく。ひとまず、副市長と僕は暇なもんです

から、喜んでいきますけども、副市長は忙し

い？ほかの委員の皆さんも、是非それだった

らおもしろいから行ってみようということで
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あれば、ぜひ御参加ください。お呼びかけは

必ずしますので、そこに御参加いただけるよ

うであったら、ぜひお願いしたいということ

で、今、事務局の川合さんのほうから提案し

ていただきました。そういうお約束をすると

いうことで、きょうは閉じさせていただいて

よろしいでしょうか。 

 また、皆さん、これからが大事ですので、

ぜひお力をお貸しいただきますように、よろ

しくお願いします。 

 それでは、事務局のほうにお返しをいたし

ます。 

○加藤宏信副課長 長時間にわたりありがと

うございました。 

 以上で、第５回新城市地域産業総合振興条

例審議委員会を閉会させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 


